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理
事
会
で
は
冒
頭
︑
坂
本

克
己
会
長
が
あ
い
さ
つ
に
立

ち
︑﹁﹃
２
０
２
４
年
問
題
﹄

に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
︑

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対

し
て
長
時
間
労
働
を
強
い
る

荷
主
へ
の
対
策
が
欠
か
せ
な

い
︒
荷
主
に
関
す
る
情
報
を

国
土
交
通
省
な
ど
行
政
に
提

供
す
る
と
と
も
に
︑
商
慣
習

改
善
の
実
現
に
向
け
て
我
々

が
声
を
上
げ
て
荷
主
に
体
当

た
り
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
﹂
と
︑
各
会
員
事
業

者
に
お
け
る
取
り
組
み
の
重

要
性
を
強
く
訴
え
た
（
要
旨

別
掲
）︒

　

続
い
て
︑
国
土
交
通
省
の

堀
内
丈
太
郎
自
動
車
局
長
と

丹
羽
克
彦
道
路
局
長
が
来
賓

あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
（
要
旨

２
面
）︒

　

５
年
度
事
業
計
画
骨
子
の

内
容
は
別
掲
の
通
り
︒
最
重

点
施
策
と
し
て
︑
令
和
６
年

３
月
に
期
限
を
迎
え
る
﹁
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
法
に
係

る
時
限
措
置
延
長
へ
の
対
応
﹂

を
最
重
点
施
策
の
筆
頭
に
据

え
た
ほ
か
︑﹁﹃
標
準
的
な
運

賃
﹄
の
活
用
等
に
よ
る
適
正

な
コ
ス
ト
収
受
等
転
嫁
対
策

の
推
進
﹂
な
ど
９
項
目
を
盛

り
込
ん
だ
︒
ま
た
︑
重
点
施

策
と
し
て
５
項
目
を
盛
り
込

ん
だ
︒

　

そ
の
他
の
議
題
と
し
て
︑

①
会
員
の
入
退
会
お
よ
び
代

表
者
の
変
更
︑
②
令
和
４
年

度
優
秀
運
転
者
顕
章
候
補

者
︑
③
青
森
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
廃
止
お
よ
び
売

却
︑
④
５
年
度
主
要
会
議
・

行
事
開
催
日
程
︱
︱
等
を
審

議
し
︑
承
認
し
た
︒

　

ま
た
︑
全
ト
協
は
12
月
１

日
︑﹁
物
流
の
視
点
か
ら
社

会
に
貢
献
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

取
り
組
む
﹂
と
宣
言
し
た
こ

と
を
報
告
し
た
︒

馬
渡
副
会
長
が
改
善
基
準

告
示
改
正
に
つ
い
て
説
明

　

報
告
事
項
と
し
て
は
︑
馬

渡
雅
敏
副
会
長
（
物
流
政
策

委
員
長
）
が
改
善
基
準
告
示

の
改
正
に
つ
い
て
報
告
︒
道

路
貨
物
運
送
業
が
︑
脳
・
心

臓
疾
患
の
労
働
災
害
請
求
件

数
︑支
給
決
定
件
数
と
も
に
︑

全
業
種
の
中
で
最
も
多
い
こ

と
か
ら
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労

働
環
境
改
善
に
向
け
て
改
善

基
準
告
示
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
を
説
明
︒

　

そ
の
上
で
︑
運
送
事
業
者

が
総
拘
束
時
間
の
縮
減
等
労

働
環
境
の
改
善
に
努
め
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
の
健
康
と
安
全
を

確
保
し
︑
過
重
労
働
︑
過
労

死
等
の
防
止
に
向
け
て
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
が
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
の
重

要
性
を
訴
え
た
︒

　

令
和
４
年
度
第
２
次
補

正
予
算
が
ま
も
な
く
成
立

し
よ
う
と
し
て
い
る
︒
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
関
連
で

は
︑
業
界
か
ら
の
強
い
要

望
を
受
け
て
︑﹁
燃
料
油

価
格
激
変
緩
和
対
策
事
業

の
存
続
﹂
や
﹁
高
速
道
路

料
金
の
大
口
・
多
頻
度
割

引
の
拡
充
措
置
の
延
長
﹂

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
︒

　

ま
た
︑
今
月
に
は
改
善

基
準
告
示
の
改
正
が
行
わ

れ
る
予
定
で
あ
る
︒
見
直

し
に
際
し
て
は
︑
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
か
ら
の
主

張
を
受
け
て
︑
厚
生
労
働

省
に
よ
る
荷
主
対
策
が
新

た
に
設
け
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
︒
労
働
基
準
監
督

署
か
ら
荷
主
に
対
し
て
配

慮
を
要
請
す
る
に
あ
た
っ

て
は
︑
ど
の
荷
主
へ
の
対

策
が
必
要
な
の
か
と
い
っ

た
情
報
が
必
要
と
な
っ
て

く
る
︒
会
員
事
業
者
の
皆

様
に
お
か
れ
て
は
︑
遠
慮

な
く
行
政
に
対
し
て
荷
主

情
報
を
申
告
し
て
い
た
だ

き
︑
実
効
性
高
い
荷
主
対

策
の
実
施
に
繋
げ
て
い
た

だ
き
た
い
︒
厚
労
省
や
国

土
交
通
省
︑
ま
た
荷
主
団

体
を
管
轄
す
る
経
済
産
業

省
や
農
林
水
産
省
︑
ま
た

中
小
企
業
庁
や
公
正
取
引

委
員
会
な
ど
︑
行
政
の
皆

様
が
連
携
し
︑
荷
主
対
策

に
力
を
入
れ
て
い
た
だ
く

環
境
が
整
っ
た
︒
会
員
事

業
者
の
皆
様
方
に
は
︑﹁
行

政
と
我
々
運
送
事
業
者
は

一
心
同
体
﹂
と
考
え
て
い

た
だ
き
︑
商
慣
習
改
善
の

実
現
の
た
め
に
ぜ
ひ
と
も

声
を
上
げ
て
荷
主
に
体
当

た
り
し
て
い
た
だ
き
た
い
︒

　

一
方
︑
国
交
省
で
は
︑

令
和
５
年
度
に
組
織
改
革

を
行
い
︑
現
在
総
合
政
策

局
な
ど
に
置
か
れ
て
い
る

物
流
関
連
３
部
署
を
自
動

車
局
に
移
管
し
た
上
で
︑

自
動
車
局
を
﹁
物
流
・
自

動
車
局
﹂
と
名
称
を
変
更

す
る
計
画
を
立
て
て
い
る
︒

組
織
改
革
に
関
し
て
は
︑

国
交
省
か
ら
全
ト
協
に
対

し
て
相
談
・
打
診
が
な
さ

れ
て
い
る
︒
こ
れ
も
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
が
非
常

に
大
き
な
評
価
を
受
け
て

い
る
か
ら
こ
そ
で
あ
り
︑

日
頃
の
全
国
の
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
の
皆
様
の
取

り
組
み
の
お
か
げ
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
︒改
め
て
︑

皆
様
方
に
感
謝
を
申
し
上

げ
た
い
︒

　

最
後
に
︑
全
ト
協
で
は

物
流
の
視
点
か
ら
社
会
に

貢
献
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の

取
り
組
み
を
強
化
す
る
た

め
︑﹁
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
宣
言
﹂

を
行
う
︒
物
流
と
い
う
切

り
口
か
ら
社
会
に
貢
献
し

て
い
く
こ
と
で
︑
業
界
が

広
く
社
会
か
ら
認
知
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
た
め
に
︑

今
後
様
々
な
取
り
組
み
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
︒

坂
本
会
長
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会（
坂

本
克
己
会
長
）は
11
月
21
日
︑

自
由
民
主
党
自
動
車
議
員
連

盟
（
額
賀
福
志
郎
会
長
）
の

総
会
・
自
動
車
政
策
懇
談
会

に
出
席
し
︑
燃
料
油
価
格
激

変
緩
和
措
置
の
延
長
︑
自
動

車
税
制
お
よ
び
予
算
関
連
︑

物
流
基
盤
の
整
備
︑
高
速
道

路
料
金
等
の
引
下
げ
︑
改
正

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
に

係
る﹁
荷
主
対
策
の
深
度
化
﹂︑

﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂
時
限
措

置
延
長
︱
︱
な
ど
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
か
ら
の
最
重
点

要
望
事
項
を
説
明
し
た
︒

　

同
総
会
・
政
策
懇
談
会
に

は
︑
全
ト
協
を
は
じ
め
日
本

自
動
車
工
業
会
な
ど
自
動
車

関
係
団
体
15
団
体
が
出
席
︒

全
ト
協
か
ら
出
席
し
た
浅
井

隆
副
会
長
（
税
制
委
員
長
）

は
︑
令
和
５
年
度
の
税
制
改

正
の
争
点
と
な
る
自
動
車
税

制
に
つ
い
て
︑
自
動
車
重
量

税
の
エ
コ
カ
ー
減
税
︑
自
動

車
税
環
境
性
能
割
な
ど
の
特

例
措
置
延
長
を
強
く
要
望
し

た
︒
そ
の
他
︑
物
流
基
盤
の

整
備
と
し
て
︑
高
速
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
や
休
憩
・
休
息

施
設
︑
中
継
物
流
拠
点
の
整

備
・
拡
充
や
高
速
道
路
通
行

料
金
の
引
下
げ
を
要
望
し
た
︒

　

さ
ら
に
︑
自
動
車
の
走
行

距
離
課
税
に
対
し
て
は
﹁
断

固
反
対
﹂
の
立
場
を
表
明
し

た
︒

　

ま
た
︑
改
正
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
法
に
係
る
﹁
荷
主

対
策
の
深
度
化
﹂︑﹁
標
準
的

な
運
賃
﹂
の
時
限
措
置
の
延

長
に
つ
い
て
は
︑
長
時
間
の

荷
待
ち
や
手
荷
役
作
業
な
ど

労
働
時
間
の
削
減
に
向
け
て

荷
主
の
理
解
が
進
ん
で
い
な

い
こ
と
︑
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
燃
料
価

格
高
騰
の
影
響
で
標
準
的
な

運
賃
の
導
入
が
進
ん
で
い
な

い
こ
と
か
ら
︑
６
年
３
月
ま

で
と
さ
れ
て
い
る
時
限
措
置

の
延
長
を
強
く
要
望
し
た
︒

坂本　克己　全ト協会長

令和５年度事業計画骨子
【最重点施策】
⑴貨物自動車運送事業法に係る時限措置延長への対応
⑵「標準的な運賃」の活用等による適正なコスト収受等転嫁対
策の推進

⑶荷主対策の深度化の推進
⑷燃料高騰対策等の推進
⑸改正改善基準告示の周知並びに長時間労働の是正及び取引環
境の改善等「2024 年問題」への適切な対応

⑹多様な施策による良質なドライバーの人材確保
⑺交通及び労災事故の防止対策の推進
⑻高速道路料金の割引の拡充及び重要物流道路等広域道路ネッ
トワークの整備など使いやすい道路の実現

⑼新技術を活用した物流 DX の推進
【重点施策】
⑴自動車関係諸税の簡素化・軽減の実現
⑵環境・SDGs 対策の推進
⑶適正化事業等の推進による法令遵守の徹底
⑷大規模自然災害発生時における緊急輸送体制の確立
⑸パンデミックにおける適切な対応� ※下線部は新規項目

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
12
月
１
日
︑
東
京

都
港
区
の
第
一
ホ
テ
ル
東
京
で
第
１
９
８
回
理

事
会
を
開
催
︒
令
和
５
年
度
事
業
計
画
骨
子
な

ど
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
︑
全
て
の
議
案
に
つ

い
て
原
案
通
り
承
認
し
た
︒

　

事
業
計
画
骨
子
で
は
︑﹁
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
法
に
係
る
時
限
措
置
延
長
へ
の
対
応
﹂
な

ど
最
重
点
施
策
９
項
目
と
︑
重
点
施
策
５
項
目

を
盛
り
込
む
こ
と
と
し
た
︒

堀内　丈太郎
国交省自動車局長

馬渡　雅敏
全ト協副会長

丹羽　克彦
国交省道路局長

商慣習改善に向けた会員事業者における取り組みの重要性を訴える坂本会長（12月1日、第一ホテル東京）

自民党自動車議連総会・政策懇談会で令和5年度税制改正要望など
を説明する浅井副会長（11月21日、自民党本部）

「走行距離課税は断固反対！」自由民主党自動車議連総会・政策懇談会

荷主の実態（情報）をきっちり行政に訴え 悪しき商慣習の打破!!
道路の環境整備は我々トラック事業者の「声」を第一に!!

全ト協　第198回理事会　令和５年度事業計画骨子を承認全ト協　第198回理事会　令和５年度事業計画骨子を承認

浅井副会長が自動車関係諸税の特例措置延長など要望浅井副会長が自動車関係諸税の特例措置延長など要望

発行所公益社団法人

〒160-0004 東京都新宿区四谷三丁目2番地5
全日本トラック総合会館

☎（03）3354-1029（総務部広報室）
https://jta.or.jp

12月5日号
（定価・税込348円／会員の購読料は会費に含みます）

※紙面に関する問い合わせは広報室まで

毎月1日・15日発行
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

～路線バス等の保護編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶	 �標識や標示で路線バスの優先通行帯が指定されている道路を走行する際、
後方から路線バスが近づいてきたときでも、混雑している場合は混雑の解
消後に速やかに路線バス優先通行帯から出ればよい。（ ○・× ）

❷	 �路線バスの専用通行帯は、指定された路線バス以外の車は、左折などのや
むを得ない場合を除いて通行できない。（ ○・× ）

❸	 �バス停で路線バスが発進の合図を出したときは、後方の車は急ブレーキ等
で回避しなければならない場合を除いて、バスの発進を妨げてはならな
い。（ ○・× ）

❹	 �バス停留所の表示板の位置から15ｍ以内は駐停車禁止である。（ ○・× ）

❺	 �児童や幼児の乗降のために停車している通園通学バスの側方を通過してい
くときは、徐行して安全を確認しなければならない。（ ○・× ）

（解答は7面）

第9回　「群馬・霧積温泉　湯元　金湯館」第9回　「群馬・霧積温泉　湯元　金湯館」

　

霧
積
川
に
架
か
る
鮮
や

か
な
赤
色
の
橋
を
渡
る
と
、

そ
こ
に
ポ
ツ
ン
と
建
つ
一
軒

宿
が
あ
り
ま
し
た
。
都
会

の
喧
騒
と
は
別
世
界
の
静

け
さ
に
、
徐
々
に
期
待
が

高
ま
り
ま
す
。
あ
る
週
末

に
訪
れ
た
の
は
、
軽
井
沢
が
避
暑
地
と
な
る
前
に

そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
「
霧
積
温
泉　

湯
元　

金
湯
館
」
で
す
。

　

群
馬
県
に
住
む
学
生
時
代
の
知
人
か
ら
「
騙
さ

れ
た
と
思
っ
て
行
っ
て
ご
ら
ん
。
心
が
洗
わ
れ
る

よ
」と
紹
介
さ
れ
、意
を
決
し
て
出
掛
け
ま
し
た
。

め
ざ
す
金
湯
館
は
、
Ｊ
Ｒ
信
越
本
線
横
川
駅
か

ら
送
迎
バ
ス
で
40
分
余
り
で
す
。
横
川
駅
と
い
え

ば
１
９
６
７
（
昭
和
42
）
年
に
池
内
淳
子
主
演
の

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
『
釜
め
し
夫
婦
』
で
全
国
区
に
な

っ
た
「
峠
の
釜
め
し
」
が
有
名
で
、
駅
前
の
荻
野

屋
本
店
で
腹
拵
え
を
し
ま
し
た
。
具
沢
山
の
釜
め

し
は
懐
か
し
く
、
大
好
き
な
味
で
、
一
気
に
食
べ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

霧
積
温
泉
に
は
か
つ
て
４
軒
の
宿
、
30
軒
以
上

の
別
荘
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
今
や
そ
れ
は
ま

る
で
夢
で
も
見
た
よ
う
な
静
け
さ
で
す
。
金
湯
館

の
客
室
は
和
室
が
中
心
で
、
ト
イ
レ
は
共
同
と
昔

な
が
ら
の
旅
館
の
佇
ま
い
で
す
。
温
泉
は
ほ
ん
の

り
と
硫
黄
の
香
り
が
す
る
カ
ル
シ
ウ
ム
硫
酸
塩
泉

で
、
聞
こ
え
て
く
る
の
は
木
々
の
葉
擦
れ
の
音
と

鳥
の
囀
り
の
み
。
ゆ
っ
く
り
と
何
に
も
考
え
ず
湯

に
浸
か
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

夕
食
は
季
節
の
山
菜
な
ど
山
の
幸
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
た
天
婦
羅
が
メ
イ
ン
で
、
サ
ク
サ
ク
し
た

歯
ざ
わ
り
が
美
味
で
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
川

魚
の
塩
焼
き
な
ど
、
熱
燗
を
グ
ビ
リ
と
酒
の
肴
に

な
る
品
々
ば
か
り
で
し
た
。

　

明
治
の
元
勲
・
伊
藤
博
文
が
「
大
日
本
帝
国

憲
法
」
を
創
案
し
た
と
い
わ
れ
る
部
屋
も
残
っ
て

お
り
、
歴
史
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
85
歳
に
な
る
大

女
将
に
話
を
聞
く
と
、
歴
史
の
教
科
書
に
は
登
場

し
な
い
意
外
な
事
柄
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
夜
は
、
温
泉
に
癒
さ
れ
て
ぐ
っ
す
り
と
快

眠
。
翌
朝
は
「
チ
ュ
ン
チ
ュ
ン
」
と
い
う
鳥
の
囀
り

と
「
ゴ
ト
ン
ゴ
ト
ン
」
と
い
う
水
車
の
音
で
目
が

覚
め
ま
し
た
。

　

日
本
の
夜
明
け
を
必
死
に
模
索
し
た
勝
海
舟
な

ど
も
投
宿
し
た
こ
の
宿
が
「
今
の
姿
を
変
え
る
こ

と
な
く
、
い
つ
ま
で
も
こ
の
地
に
静
に
佇
ん
で
い
て

ほ
し
い
」
と
赤
色
の
橋
を
戻
る
際
に
、
切
に
願
う

ば
か
り
で
し
た
。

（
旅
ラ
イ
タ
ー　

し
ほ
ん
・
く
さ
と
）

詩本草人の

まちがいさがしまちがいさがし
ほっと一息ほっと一息

答え合わせ答え合わせ

　『広報とらっく』11月1日号掲載の「まちが
いさがし」の正解は、下記の30か所でした。
正解者の中から抽選で20名様に記念品をプ
レゼントします。なお、当選者の発表は賞品
の発送をもって代えさせていただきます。多
数のご応募ありがとうございました。

　あなたは年末で混雑している片側１車線の道路を前車に追従
しながら走行しており、前方の交差点を左折しようと考えてい
ます。対向車線は渋滞しています。この場面にはどのような危
険がありますか。また、危険を避けるためにはどのような運転
をすればよいでしょうか。考えてみましょう。

状 

況

〔第 153回〕「前車に追従している時の左折」

（解説・7面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

【
お
こ
と
わ
り
】
次
号
の
『
広
報
と
ら

っ
く
』は
、12
月
20
日
号
の
予
定
で
す
。

 

広
報
室

会
第
３
回
全
国
代
表
者
協
議

会
お
よ
び
全
国
大
会
、
②
整

備
実
習
用
車
両
の
寄
贈
、
③

青
年
部
会
員
向
け
「
物
流
Ｄ

Ｘ
」
研
修
―
―
に
つ
い
て
審

議
を
行
い
、
原
案
通
り
承
認

し
た
。

　

①
で
は
、
第
３
回
全
国
代

表
者
協
議
会
を
５
年
２
月
16

日
㈭
に
（
会
場
未
定
）、
全

国
大
会
を
２
月
17
日
㈮
に
京

王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
（
東
京
都

新
宿
区
）
で
開
催
す
る
。
全

国
大
会
の
参
加
人
数
は
５
０

０
人
の
予
定
。

　

ま
た
②
で
は
、
大
阪
府
内

の
高
校
に
、
車
両
を
寄
贈
す

る
方
向
で
調
整
を
進
め
て
い

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
に
開
催
さ
れ
た
研

修
会
で
は
、
馬
渡
雅
敏
全
ト

協
副
会
長
に
よ
る
研
修
「
改

善
基
準
告
示
の
改
正
に
つ
い

て
」
を
行
っ
た
。

 

「
自
家
用
燃
料
供
給
施
設

整
備
支
援
事
業
助
成
金
」

を
追
加
募
集

12
月
27
日
㈫
ま
で

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
、
令
和
４
年
度
「
自
家
用

燃
料
供
給
施
設
整
備
支
援
事

業
助
成
金
」
に
つ
い
て
、
追

加
募
集
を
行
う
。

　

公
募
期
間
は
、
12
月
27
日

㈫
ま
で
。
助
成
金
予
算
は
５

０
０
０
万
円
。
助
成
金
額
は
、

軽
油
タ
ン
ク
の
新
設
（
設
置

１
か
所
の
み
）
＝
１
０
０
万

円
、
軽
油
タ
ン
ク
の
増
設
・

増
設
を
伴
う
代
替
＝
30
万
円
。

　

詳
細
は
、
全
ト
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
。

「
標
準
的
な
運
賃
」
に
お

け
る
特
殊
車
両
４
車
種
の

割
増
率

会
員
事
業
者
に
対
し
周
知

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
、
11
月
21
日
に
国
土
交
通

省
か
ら
「
標
準
的
な
運
賃
」

に
お
け
る
セ
メ
ン
ト
バ
ル
ク

車
、
ダ
ン
プ
車
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
ミ
キ
サ
ー
車
、
タ
ン
ク

（
石
油
、
化
成
品
、
高
圧
ガ

ス
）
車
の
割
増
率
に
関
す
る

通
達
が
発
出
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、
会
員
事
業
者
に
対
す

る
周
知
を
行
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
割
増
率
は
表
の
通

り
と
な
っ
て
い
る
。

12
月
15
日
に
認
定
事
業
所
を
公
表

Ｇ
マ
ー
ク
事
業
所
認
定

公
表
等
の
予
定

　

全
国
貨
物
自
動
車
運
送
適

正
化
事
業
実
施
機
関
で
あ
る

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
11

月
29
日
、
２
０
２
２
年
度
安

全
性
優
良
事
業
所
（
Ｇ
マ
ー

ク
事
業
所
）
認
定
公
表
等
の

予
定
に
つ
い
て
発
表
し
た
。

　

Ｇ
マ
ー
ク
事
業
所
に
認
定

し
た
事
業
所
に
つ
い
て
は
、

12
月
15
日
㈭
午
前
11
時
頃
か

ら
、全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

「
事
業
所
名
」、「
住
所
」、「
電

話
番
号
」
を
公
表
す
る
。

　

ま
た
、
申
請
事
業
所
（
申

請
の
取
り
下
げ
を
行
っ
た
事

業
所
を
除
く
）
に
対
し
て
、

評
価
結
果
通
知
書
を
同
日
、

簡
易
書
留
に
て
発
送
す
る
予

定
。

　

な
お
、
Ｇ
マ
ー
ク
事
業
所

に
認
定
さ
れ
た
事
業
所
に
対

し
て
は
、
認
定
証
を
授
与
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

全
国
大
会
を　
　
　
　
　

　
５
年
２
月
17
日
に
開
催

青
年
部
会
第
２
回

全
国
代
表
者
協
議
会

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青

年
部
会（
金
井
健
蔵
部
会
長
）

は
11
月
29
日
、
令
和
４
年
度

第
２
回
全
国
代
表
者
協
議
会

を
開
催
し
た
。

　

会
議
の
冒
頭
、
坂
本
克
己

全
ト
協
会
長
が
あ
い
さ
つ
。

引
き
続
き
、
金
井
部
会
長
に

よ
る
あ
い
さ
つ
の
後
、
議
事

と
し
て
、
①
４
年
度
青
年
部

第
75
回
「
広
報
委
員
会
」の

進
捗
状
況
、
②
『
広
報
と

ら
っ
く
』
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト

の
実
施
、
③
５
年
度
広
報
事

業
計
画
案
、
④
京
都
府
ト
ラ

ッ
ク
協
会
主
催
「
ト
ラ
ッ
ク

フ
ェ
ス
タ
２
０
２
２
」
視
察
―

―
に
つ
い
て
審
議
し
、
い
ず

れ
も
原
案
通
り
承
認
し
た
。

　

①
で
は
、
４
年
度
の
テ
レ

ビ
Ｃ
Ｍ
素
材
を
作
成
し
、
年

度
内
に
各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
に
配
布
予
定
で
あ
る

こ
と
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、

ト
ラ
ッ
ク
を
テ
ー
マ
と
し
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
小
学
生
向
け

学
習
指
導
教
材
の
制
作
に
つ

い
て
説
明
。
同
教
材
は
、
小

学
校
の
学
習
指
導
要
領
（
５

年
社
会
科
）
の
「
運
輸
」
の

項
目
に
沿
っ
た
内
容
で
、
12

分
程
度
の
映
像
と
冊
子
か
ら

成
る
も
の
。
来
年
度
、
全
国

の
希
望
す
る
小
学
校
１
０
０

０
校
に
配
布
す
る
こ
と
と
し

た
。
翌
23
日
に
は
、
京
都
府

ト
ラ
ッ
ク
協
会
主
催
「
ト
ラ

ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
２
」
の

視
察
を
行
っ
た
。

　

第
75
回
広
報
委
員
会
が
11

月
22
日
に
京
都
府
京
都
市
で

開
催
さ
れ
た
。

　

冒
頭
、
10
月
11
日
に
逝
去

し
た
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

副
会
長
・
広
報
委
員
長
の
田

中
亨
氏
に
対
し
、
哀
悼
の
意

を
表
し
て
黙
と
う
を
捧
げ

た
。
小
林
和
男
副
委
員
長
に

よ
る
あ
い
さ
つ
後
、
議
事
で

は
①
令
和
４
年
度
広
報
事
業

小
学
生
向
け
学
習
指
導
教
材
を
制
作

第75回広報委員会（11月22日、ホテルグラン
ヴィア京都）

第
８
回
「
施
設
事
業
委
員
会
」

の
修
繕
工
事
に
係
る
進
捗
状

況
、
②
鳥
栖
Ｔ
Ｓ
の
大
規
模

修
繕
工
事
、
③
安
城
Ｔ
Ｓ
の

売
却
お
よ
び
原
状
回
復
工

事
、
④
令
和
３
年
度
Ｔ
Ｓ
の

利
用
状
況
―
―
等
に
つ
い
て

報
告
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
委
員
会
終
了
後
に

は
、
金
沢
Ｔ
Ｓ
の
視
察
を
実

施
し
た
。

　

11
月
14
日
、
第
８
回
施
設

事
業
委
員
会
（
吉
田
修
一
委

員
長
）
が
石
川
県
金
沢
市
で

開
催
さ
れ
た
。

　

議
事
で
は
、
青
森
ト
ラ
ッ

ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｔ
Ｓ
）

の
廃
止
お
よ
び
売
却
案
に
つ

い
て
審
議
を
行
い
、
原
案
通

り
承
認
。
続
い
て
、
①
Ｔ
Ｓ

Ｔ
Ｓ
の
運
営
状
況
等
を
審
議
・
報
告

第8回施設事業委員会（11月14日、ANAクラウン
プラザホテル金沢）

　

改
正
改
善
基
準
告
示
で
新

た
に
盛
り
込
ま
れ
た
荷
主
対

策
の
実
施
に
向
け
て
は
、
厚

生
労
働
省
と
連
携
し
な
が
ら

荷
主
へ
の
配
慮
要
請
体
制
を

構
築
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
ま
た
、
よ
り
実
効
性
高

い
荷
主
対
策
の
実
施
に
向
け

て
、
経
済
産
業
省
や
農
林
水

産
省
な
ど
と
も
タ
ッ
グ
を
組

み
、
し
っ
か
り
と
対
応
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

第
２
次
補
正
予
算
で
は
、

荷
待
ち
時
間
の
削
減
に
繋
が

る
テ
ー
ル
ゲ
ー
ト
リ
フ
タ
ー

等
導
入
支
援
事
業
な
ど
も
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
。
会
員
事

業
者
の
皆
様
に
は
、
こ
う
し

た
予
算
を
活
用
い
た
だ
き
、

業
界
の
働
き
方
改
革
の
実
現

に
繋
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
業
界
の
皆
様
方
か

ら
は
、
令
和
６
年
３
月
に
期

限
を
迎
え
る
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
法
に
係
る
時
限
措
置

の
延
長
・
恒
久
化
に
関
す
る

要
望
を
頂
戴
し
て
い
る
。
国

交
省
と
し
て
も
、
業
界
の
皆

様
方
と
力
を
合
わ
せ
、
一
心

同
体
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

10
月
28
日
に
閣
議
決
定
さ

れ
た
「
総
合
経
済
対
策
」
を

踏
ま
え
た
補
正
予
算
が
、
ま

も
な
く
成
立
す
る
。

　

道
路
関
係
で
は
、「
防
災

・
減
災
、
国
土
強
靭
化
の
た

め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
」

と
し
て
、
災
害
に
強
い
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
強
化

対
策
、
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
局

所
的
な
防
災
・
減
災
対
策
、

道
路
等
の
重
要
イ
ン
フ
ラ
に

係
る
老
朽
化
対
策
な
ど
を
計

上
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
予

算
を
用
い
て
、
高
規
格
道
路

の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
解

消
な
ど
に
し
っ
か
り
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
。

　

ま
た
、
皆
様
か
ら
強
く
ご

要
望
い
た
だ
い
て
い
る
「
高

速
道
路
料
金
の
大
口
・
多
頻

度
割
引
」
の
割
引
率
を
最
大

50
％
と
す
る
拡
充
措
置
に
つ

い
て
、
非
常
に
厳
し
い
状
況

の
中
、
令
和
６
年
３
月
末
ま

で
１
年
継
続
す
る
た
め
の
費

用
も
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
、

坂
本
会
長
を
は
じ
め
と
し
た

業
界
の
皆
様
方
の
強
い
熱
意

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
実
現
で

き
た
も
の
で
あ
り
、
改
め
て

御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

堀
内　

丈
太
郎

国
土
交
通
省
自
動
車
局
長

堀内　丈太郎
国交省自動車局長

丹
羽　

克
彦

国
土
交
通
省
道
路
局
長

丹羽　克彦
国交省道路局長

第
１
９
８
回
理
事
会
・
来
賓
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

第
１
９
８
回
理
事
会
・
来
賓
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）��
（
１
面
に
関
連
）

（
１
面
に
関
連
）

「
第
３
回
高
度
物
流
人
材

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催

１
月
12
日
㈭

　

国
土
交
通
省
は
、
経
済
産

業
省
、
Ｓ
Ｉ
Ｐ
ス
マ
ー
ト
物

流
サ
ー
ビ
ス
研
究
推
進
法
人

と
共
催
で
、「
第
３
回
高
度

物
流
人
材
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

を
開
催
す
る
。

　

人
手
不
足
や
デ
ジ
タ
ル
化

の
遅
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
等
も
深

刻
な
中
で
、
物
流
分
野
は
大

き
な
変
革
を
迫
ら
れ
て
お

り
、
新
た
な
視
点
に
立
っ
て

事
業
戦
略
を
構
築
す
る
人
材

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
同
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
将
来
的

に
経
営
戦
略
の
企
画
・
立
案

の
中
核
を
担
う
、
こ
れ
か
ら

の
物
流
を
け
ん
引
す
る
中
核

人
材
に
具
体
的
に
求
め
ら
れ

る
ス
キ
ル
や
、
そ
の
習
得
方

法
、
育
成
の
あ
り
方
、
必
要

な
専
門
人
材
像
等
を
明
ら
か

に
す
る
。

　

日
時
は
、
令
和
５
年
１
月

12
日
㈭
15
時
〜
18
時
。
対
面

（
Ｔ
Ｋ
Ｐ
市
ヶ
谷
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
）
お
よ
び

オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
で
実
施
す

る
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
や
参
加
方
法

な
ど
の
詳
細
は
、
国
交
省
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

（
二
次
元
コ
ー

ド
）
を
参
照

の
こ
と
。

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

経 産 省

（
12
月
５
日
〜
31
日
）

▽
12
月
12
日

・
第
58
回
適
正
化
事
業
委
員
会

▽
12
月
16
日

・
第
51
回
物
流
政
策
懇
談
会

閉
鎖
Ｔ
Ｓ
の
売
却
に
つ
い
て

青
森
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
、
令
和

５
年
３
月
31
日
に
閉
鎖
す
る
青
森
ト

ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｔ
Ｓ
）
に
つ

い
て
、
入
札
に
よ
る
売
却
を
行
う
た

め
、
12
月
５
日
か
ら
全
ト
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
に
入
札
要
綱
書
を

公
開
し
て
い
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
同

Ｈ
Ｐ
を
参
照
の
こ
と
。

福
祉
施
設
の
運
営
時
間
を
一
時
変
更

札
幌
・
苫
小
牧
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

札
幌
・
苫
小
牧
Ｔ
Ｓ
で
は
、
令
和

５
年
１
月
31
日
㈫
（
予
定
）
ま
で
、

食
堂
・
コ
イ
ン
シ
ャ
ワ
ー
・
休
憩
室

の
運
営
時
間
を
次
の
通
り
変
更
す
る
。

【
変
更
後
の
運
営
時
間
】

・
食
堂
＝
11
時
〜
16
時

・
コ
イ
ン
シ
ャ
ワ
ー
・
休
憩
室
＝
平

日
９
時
〜
17
時
、
土
・
日
曜
、
祝

日
11
時
〜
16
時

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

表　「標準的な運賃」における特殊車両４車種の割増率
車種 比較対象 割増率

セメントバルク車 大型車（10ｔクラス）および
トレーラー（20ｔクラス） 2割増

ダンプ車 大型車（10ｔクラス） 2割増
コンクリートミキサー車 大型車（10ｔクラス） 2割増

タンク車

石油製品 大型車（10ｔクラス）および
トレーラー（20ｔクラス） 3割増

化成品 大型車（10ｔクラス）および
トレーラー（20ｔクラス） 4割増

高圧ガス製品 大型車（10ｔクラス）および
トレーラー（20ｔクラス） 5割増以上※

※�高圧ガスについては内容物に対応したタンク仕様による車両本体価格が高額と
なる場合がある。

（一社）日本自動車工業会
「大型車車輪脱落事故防止」「大型車車輪脱落事故防止」

啓発活動に関するアンケートにご協力を！啓発活動に関するアンケートにご協力を！
　日本自動車工業会では、国土交通省および自動車関係団体等と
連携して、平成18年より継続して「大型車車輪脱落事故防止キ
ャンペーン」を展開しています。
　大型車の車輪脱落事故は、冬季かつタイヤ履き替え時期の発生
が多いことから、例年当該時期に啓発活動を行っています。
　今後、さらに効果的な啓発活動を実施していくための参考とし
て、アンケート調査を実施いたします。お忙しいところ誠に恐縮
ですが、アンケートへのご協力をお願いいたします。
・�アンケート用紙は、全日本トラック協会ホームページにあるバ
ナーから出力することができます（回答期限：５年１月31日ま
で）
・�ご回答いただいた方の中から、抽選で 20人に 5,000 円分の
JCBギフトカードをプレゼント！

▷本件に関するお問い合わせ
（公社）全日本トラック協会　交通・環境部
（電話03-3354-1045）

▷アンケートについては二次元コード㊨を参照

青年部会第2回全国代表者協議会（11月29
日、全ト協）
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

　

東
名
高
速

道
路
の
海
老
名

サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
（
Ｓ
Ａ
）
で

タ
イ
ヤ
の
目
視
調
査
を
始
め
て
か
ら
２
年
近

く
に
な
り
ま
す
が
︑
行
く
た
び
に
海
老
名
Ｓ

Ａ
内
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
（
Ｇ
Ｓ
）
を
利

用
す
る
ト
ラ
ッ
ク
が
い
な
い
こ
と
に
気
付
き
ま

す
︒

　

調
査
す
る
時
間
帯
は
午
前
６
~
８
時
が
多

く
︑
そ
の
時
間
帯
は
割
引
制
度
を
利
用
す
る

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
が
待
機
休
憩
し
て
い
る

時
間
な
の
で
︑
た
し
か
に
Ｇ
Ｓ
へ
の
入
庫
率

が
低
い
こ
と
は
分
か
り
ま
す
︒
さ
ら
に
︑
高

速
道
路
内
の
Ｇ
Ｓ
で
販
売
さ
れ
る
軽
油
の
価

格
は
︑
一
般
道
路
の
Ｇ
Ｓ
よ
り
リ
ッ
タ
ー
単

さ
ら
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
ホ
イ
ー
ル
が
使
用
さ
れ
て
い
る

大
型
ト
ラ
ッ
ク
ナ
ッ
ト
の
緩
み
点
検
も
可
能
に
な

り
ま
す
︒

　

ま
た
︑
タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
が
20
年
ほ
ど
前
か

ら
ト
ラ
ッ
ク
向
け
に
販
売
を
行
っ
て
い
る
Ｔ
Ｐ
Ｍ

Ｓ
（
タ
イ
ヤ
空
気
圧
監
視
シ
ス
テ
ム
）
も
︑
こ

の
エ
ア
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
れ
ば
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
が
考
え
る
適
正
値
に
空
気
圧
の
設
定
を
変
更

で
き
ま
す
︒ト
ラ
ッ
ク
の
積
載
率
が
低
い
と
き
は
︑

タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
を
標
準
値
に
設
定
し
︑
乗
り

心
地
を
よ
く
す
る
こ
と
で
︑
長
時
間
走
行
に
よ

っ
て
生
じ
る
運
転
疲
労
も
軽
減
し
ま
す
︒

　

前
回
の
タ
イ
ヤ
コ
ラ
ム
（
令
和
４
年
11
月
１

日
号
）
に
登
場
し
た
北
米
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

・
ゴ
ー
ト
氏
の
話
か
ら
︑
ア
メ
リ
カ
で
は
至
る

と
こ
ろ
に
﹁
ト
ラ
ッ
ク
・
ス
ポ
ッ
ト
﹂
と
い
う
設

価
が
20
円
ほ
ど
高
い
で
す
︒
物
流
コ
ス
ト
を
考

え
れ
ば
︑
緊
急
時
以
外
の
使
用
は
難
し
い
で
す

が
︑
給
油
施
設
の
使
い
方
と
し
て
は
も
っ
た
い
な

い
気
が
し
ま
す
︒

　

そ
の
実
態
を
受
け
︑
あ
る
ア
イ
デ
ア
が
浮
か

ん
で
き
ま
し
た
︒
高
速
道
路
の
Ｇ
Ｓ
内
に
︑
ト

ラ
ッ
ク
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
点
検
な
ど
が
で
き
る
︑

空
気
補
充
に
特
化
し
た
設
備
﹁
エ
ア
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
﹂
を
造
れ
ば
︑
利
用
す
る
ト
ラ
ッ
ク
ユ
ー

ザ
ー
が
増
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
タ
イ
ヤ
の
装
着
本
数
が
一
番
多
い
大

型
４
軸
低
床
車
（
12
本
）
で
あ
っ
て
も
︑
プ
ロ
が

診
れ
ば
︑
空
気
圧
点
検
（
補
充
）
に
要
す
る
時

間
は
15
分
ほ
ど
で
す
︒
そ
の
際
に
タ
イ
ヤ
の
異

常
や
偏
摩
耗
状
態
ま
で
チ
ェ
ッ
ク
で
き
れ
ば
︑
位

置
交
換
の
時
期
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
︑

備
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
︒
ト
ラ
ッ
ク
・

ス
ポ
ッ
ト
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
の
車
両
や
タ
イ
ヤ
に

異
常
が
生
じ
た
場
合
︑
す
ぐ
に
入
庫
し
て
状
態

を
診
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒
も
ち
ろ
ん
タ
イ
ヤ

を
新
品
に
交
換
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
︒
タ
イ

ヤ
の
位
置
交
換
も
︑
予
約
枠
が
空
い
て
い
れ
ば

24
時
間
対
応
す
る
と
い
い
ま
す
︒
タ
イ
ヤ
の
位

置
交
換
に
か
か
る
費
用
は
︑
４
本
で
約
１
万
円

で
す
︒

　

日
本
版
ト
ラ
ッ
ク
・
ス
ポ
ッ
ト

﹁
エ
ア
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
﹂
を
開
設

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
︑
こ
ま
め
な

タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
点
検
が
可
能
に

な
り
︑
空
気
圧
不
足
の
タ
イ
ヤ
に

空
気
を
補
充
す
れ
ば
︑
ト
ラ
ッ
ク

の
燃
費
性
能
も
格
段
に
大
き
く
向

上
し
ま
す
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に
と
っ
て

も
︑
タ
イ
ヤ
従
事
者
に
と
っ
て
も
︑

安
全
な
運
行
・
走
行
を
支
え
る﹁
夢

の
施
設
﹂
で
あ
る
エ
ア
ー
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
︒
そ
の
開
設
を
願
っ
て
や
み
ま

せ
ん
︒

 

第
139
回 

「
高
速
道
路
に
欲
し
い『
エ
ア
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
』」

　

令
和
４
年
度
第
２
次
補
正

予
算
が
12
月
２
日
︑
参
議
院

本
会
議
で
採
決
︑可
決
さ
れ
︑

成
立
し
た
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
に
関

わ
り
の
深
い
項
目
で
は
︑
燃

料
油
の
卸
価
格
を
抑
制
す
る

た
め
に
石
油
元
売
各
社
へ
補

助
を
行
う
こ
と
で
︑
小
売
価

格
の
急
騰
を
抑
制
し
利
用
者

の
負
担
を
低
減
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る

﹁
燃
料
油
価
格
激
変
緩
和
対

「
下
請
取
引
適
正

化
」
を
関
係
事
業

者
団
体
に
要
請

約
１
６
０
０
団
体
に
対
し
て

　

経
済
産
業
省
と
公
正
取
引

委
員
会
は
11
月
25
日
︑
経
済

産
業
大
臣
お
よ
び
公
正
取
引

委
員
会
委
員
長
の
連
名
に
よ

る
文
書
で
︑
関
係
事
業
者
団

体
約
１
６
０
０
団
体
に
対
し

て
︑
下
請
取
引
の
適
正
化
に

つ
い
て
要
請
を
行
っ
た
︒

　

昨
今
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢

や
円
安
等
の
影
響
に
よ
り
︑

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
原
材
料

費
が
昨
年
に
も
増
し
て
高
騰

し
て
お
り
︑
こ
の
状
況
が
長

期
化
す
る
中
︑
総
じ
て
外
的

策
事
業
の
存
続
﹂
が
盛
り
込

ま
れ
た
ほ
か
︑﹁
高
速
道
路

料
金
の
大
口
・
多
頻
度
割
引

の
拡
充
措
置
の
延
長
﹂
と
し

て
︑
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
を
利
用

す
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

に
対
し
て
適
用
さ
れ
て
い
る

最
大
割
引
率
40
％
か
ら
50
％

に
拡
充
す
る
措
置
に
つ
い
て
︑

令
和
６
年
３
月
末
ま
で
延
長

す
る
た
め
に
︑
78
億
円
が
措

置
さ
れ
て
い
る
︒

　

そ
の
他
︑﹁
事
業
用
自
動

要
因
の
影
響
を
受
け
や
す
い

立
場
に
あ
る
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
に
は
大
き
な
影

響
が
出
て
い
る
︒

　

さ
ら
に
︑
こ
れ
か
ら
年
末

に
か
け
て
資
金
需
要
が
高
ま

る
中
︑
下
請
事
業
者
の
資
金

繰
り
等
が
一
層
厳
し
さ
を
増

す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
た

め
︑
経
産
省
と
公
取
委
で
は

下
請
事
業
者
の
資
金
繰
り
に

支
障
を
来
す
こ
と
が
な
い
よ

う
︑
各
関
係
事
業
者
団
体
に

対
し
て
︑
下
請
代
金
支
払
等

の
適
正
化
や
︑
適
正
な
価
格

転
嫁
の
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
要
請
を
行
っ

た
︒

車
に
お
け
る
電
動
車
の
集
中

的
導
入
支
援
﹂
や
︑﹁
物
流

Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）︑
災
害

対
策
の
推
進
﹂︑﹁
物
流
Ｄ
Ｘ

（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
や
標
準
化

の
推
進
﹂︑﹁
テ
ー
ル
ゲ
ー
ト

リ
フ
タ
ー
等
導
入
等
支
援
事

業
﹂
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
︒雪

対
策
な
ど
に
関
す
る

防
災
情
報
を
説
明

「
運
輸
防
災
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
下
期
）」

を
実
施

　

国
土
交
通
省
は
11
月
28
日
︑

﹁
運
輸
防
災
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
下
期
）﹂

を
実
施
す
る
と
発
表
し
た
︒

　

国
交
省
で
は
︑
近
年
の
自

然
災
害
の
頻
発
化
・
激
甚
化

が
輸
送
の
安
全
の
脅
威
と
な

っ
て
い
る
こ
と
を
受
け
︑
運

輸
防
災
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推

進
︒
今
年
度
は
︑
運
輸
事
業

者
へ
の
普
及
啓
発
を
強
化
す

る
た
め
︑
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
展
開
し
て
い
る
︒

　

下
期
に
つ
い
て
は
︑
本
省

開
催
（
12
月
16
日
㈮
）
で
は

地
震
・
津
波
お
よ
び
雪
対
策

に
関
す
る
防
災
情
報
を
説
明

す
る
と
と
も
に
︑﹁
運
輸
防

災
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
﹂

と
し
て
︑
運
輸
防
災
マ
ネ
ジ

効
率
的
に
使
わ
れ
る
よ
う
︑

令
和
４
年
４
月
よ
り
︑
上
限

料
金
の
引
上
げ
や
深
夜
割
引

の
導
入
︑
多
頻
度
割
引
の
拡

充
︑
千
葉
外
環
迂
回
利
用
割

引
の
導
入
な
ど
︑
首
都
高
速

道
路
等
の
料
金
改
定
が
実
施

さ
れ
て
い
る
︒

　

料
金
改
定
後
︑
主
に
次
の

よ
う
な
状
況
が
確
認
さ
れ
た

と
し
て
い
る
︒

①
首
都
高
速
を
含
め
全
国
的

に
交
通
量
が
増
加

②
首
都
高
速
の
長
距
離
利
用

が
減
少
し
︑
短
距
離
利
用
が

増
加

③
首
都
高
速
の
全
体
交
通
量

が
増
加
す
る
中
︑
深
夜
利
用

が
大
き
く
増
加

で
︑
冬
期
の
走
行
に
万
全
を

期
す
よ
う
︑
呼
び
か
け
て
い

る
︒

　

な
お
︑
国
交
省
と
農
林
水

産
省
︑
経
済
産
業
省
で
は
︑

荷
主
企
業
等
に
対
し
て
（
令

和
３
年
１
月
28
日
付
事
務
連

④
都
心
を
迂
回
す
る
千
葉
外

環
利
用
割
合
が
増
加

 

一
部
支
援
事
業
の
申
請
受

付
期
間
を
延
長

「
事
故
防
止
対
策
支
援
推
進
事
業
」

絡
済
）︑
物
流
機
能
の
維
持

と
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
や

運
転
者
の
生
命
・
身
体
を
守

る
た
め
に
︑
大
雪
等
異
常
気

象
時
に
お
け
る
輸
送
の
安
全

確
保
へ
の
理
解
・
協
力
を
呼

び
か
け
て
い
る
︒

 

大
雪
発
生
時
に
広
域
的
な
通

行
止
め
を
滋
賀
県
内
で
試
行

広
域
迂
回
を
呼
び
か
け
へ

　

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整

備
局
滋
賀
国
道
事
務
所
や
滋

賀
県
な
ど
か
ら
な
る
滋
賀
県

冬
期
情
報
連
絡
本
部
は
11
月

28
日
︑﹁
大
雪
発
生
時
に
お

け
る
広
域
迂
回
の
お
願
い
﹂

に
つ
い
て
発
表
し
た
︒

　

令
和
３
年
12
月
末
に
発
生

し
た
寒
波
の
影
響
に
伴
い
︑

名
神
高
速
道
路
一
宮
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）
か
ら

八
日
市
Ｉ
Ｃ
間
が
通
行
止
め

と
な
っ
た
︒
同
本
部
で
は
︑

メ
ン
ト
の
ポ
イ
ン
ト
（
経
営

ト
ッ
プ
の
責
務
︑
自
然
災
害

リ
ス
ク
評
価
と
そ
の
対
応

等
）︑
運
輸
事
業
者
の
優
良

な
取
り
組
み
事
例
等
を
説
明

す
る
︒

　

ま
た
︑
地
方
開
催
（
12
月

９
日
㈮
）
で
は
︑
雪
対
策
に

関
す
る
情
報
提
供
に
加
え
︑

豪
雪
地
域
に
特
有
の
雪
害
に

つ
い
て
関
係
各
機
関
か
ら
説

明
し
︑
雪
対
策
を
行
う
上
で

必
要
な
様
々
な
情
報
提
供
を

行
う
︒

　

本
省
開
催
・
地
方
開
催
と

も
に
︑
リ
モ

ー
ト
方
式
で

の
開
催
と
な

る
︒
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
詳
細
や
参
加
申
し
込

み
は
︑
国
交
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
二
次
元
コ
ー
ド
）
を
参

照
の
こ
と
︒

 

首
都
高
速
を
含
め
全
国
的

に
交
通
量
が
増
加

首
都
高
速
道
路
等
の
料
金
改

定
後
（
半
年
）
の
交
通
状
況

　

国
土
交
通
省
は
11
月
18

日
︑
首
都
高
速
道
路
等
の
料

金
改
定
後
（
半
年
）
の
交
通

状
況
に
つ
い
て
と
り
ま
と
め
︑

発
表
し
た
︒

　

首
都
圏
三
環
状
道
路
を
中

心
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整

備
が
進
展
し
つ
つ
あ
る
中
︑

首
都
圏
の
高
速
道
路
が
よ
り

 

輸
送
の
安
全
確
保
の
徹
底
を

運
送
事
業
者
等
に
呼
び
か
け

降
積
雪
期
を
前
に

　

国
土
交
通
省
は
11
月
30

日
︑政
府
中
央
防
災
会
議（
会

長
・
岸
田
文
雄
内
閣
総
理
大

臣
）
に
よ
る
通
知
﹁
降
積
雪

期
に
お
け
る
防
災
態
勢
の
強

化
等
に
つ
い
て
﹂
が
11
月
18

日
に
発
出
さ
れ
た
の
を
受
け

て
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

に
対
し
て
通
達
﹁
降
積
雪
期

に
お
け
る
輸
送
の
安
全
確
保

の
徹
底
に
つ
い
て
﹂
を
発
出

し
た
︒

　

国
交
省
で
は
︑
こ
れ
か
ら

本
格
的
な
降
積
雪
期
を
迎
え

る
中
︑
輸
送
の
安
全
確
保
等

に
遺
漏
の
な
い
よ
う
︑
全
ト

協
会
員
事
業
者
に
対
し
て
図

１
で
掲
げ
た
取
り
組
み
の
徹

底
を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

な
お
︑
冬
用
タ
イ
ヤ
未
装

着
等
に
よ
り
事
業
用
自
動
車

が
立
ち
往
生
し
た
場
合
︑
運

送
事
業
者
に
対
す
る
監
査
を

行
い
︑
輸
送
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
の
措
置
が
不
十
分

と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
︑

行
政
処
分
対
象
と
な
る
︒

 

自
動
車
局
が
「
大
雪
時
の

大
型
車
立
ち
往
生
防
止
対

策
」
を
取
り
ま
と
め

注
意
点
を
確
認
の
上
で

立
ち
往
生
防
止
対
策
を

　

国
土
交
通
省
は
11
月
29

日
︑
自
動
車
局
で
の
大
雪
時

の
大
型
車
立
ち
往
生
防
止
対

策
を
取
り
ま
と
め
︑
公
表
し

た
︒

　

自
動
車
局
で
は
今
年
も
︑

①
車
両
対
策
（
冬
用
タ
イ
ヤ

の
装
着
や
チ
ェ
ー
ン
の
携
行

・
装
着
の
徹
底
）︑
②
運
送

事
業
者
対
策
（
輸
送
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な

措
置
の
実
施
︑
運
輸
局
に
よ

る
指
導
・
監
査
）︑
③
荷
主

対
策
（
荷
主
へ
の
周
知
体
制

の
確
立
）
︱
︱
を
３
つ
の
柱

と
す
る
大
雪
時
の
立
ち
往
生

防
止
対
策
を
実
施
す
る
︒

　

自
動
車
局
で
は
︑
運
送
事

業
者
等
に
対
し
て
︑
図
２
で

示
し
た
注
意
点
を
確
認
の
上

令
和
４
年
度
第
２
次
補
正
予
算
が
成
立

「
燃
料
油
価
格
激
変
緩
和
対
策
事
業

の
存
続
」
な
ど
盛
り
込
む

　

国
土
交
通
省
は
11
月
30

日
︑
令
和
４
年
度
﹁
自
動
車

事
故
対
策
費
補
助
金
（
事
故

防
止
対
策
支
援
推
進
事
業
）﹂

に
つ
い
て
︑
一
部
支
援
事
業

の
申
請
受
付
期
間
を
延
長
す

る
と
発
表
し
た
︒

　

申
請
受
付
期
間
を
延
長
す

る
支
援
事
業
は
︑
表
の
通
り

と
な
っ
て
い
る
︒

 

申
請
台
数
の
制
限
を
撤
廃

「
低
炭
素
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ト

ラ
ッ
ク
普
及
加
速
化
事
業
」

　
（
一
財
）
環
境
優
良
車
普

及
機
構（
Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
）で
は
︑

環
境
省
か
ら
の
令
和
４
年
度

二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
排

出
抑
制
対
策
事
業
費
等
補
助

金
を
活
用
し
て
実
施
し
て
い
る

﹁
低
炭
素
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ト

ラ
ッ
ク
普
及
加
速
化
事
業
﹂

に
つ
い
て
︑
低
炭
素
型
デ
ィ

ー
ゼ
ル
ト
ラ
ッ
ク
の
１
事
業

者
当
た
り
の
申
請
台
数
の
制

限
を
︑
12
月
５
日
㈪
申
請
受

付
分
か
ら
撤
廃
し
て
い
る
︒

　

Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
で
は
︑
同
事
業

の
さ
ら
な
る
利
用
促
進
を
図

り
︑
効
果
的
に
Ｃ
Ｏ
２
の
排

出
削
減
を
図
る
た
め
︑
申
請

台
数
の
制
限
を
撤
廃
︒
こ
れ

に
よ
り
︑
既
に
申
請
し
て
い

る
事
業
者
や
︑
補
助
金
の
交

付
を
受
け
た
事
業
者
に
つ
い

て
も
︑
追
加
申
請
が
可
能
と

な
る
︒

　

詳
細
は
︑
Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

を
参
照
の
こ

と
︒

「
計
画
的
付
与
制
度
」

の
導
入
な
ど
を
呼
び
か
け

冬
季
に
お
け
る

年
次
有
給
休
暇
取
得

　

厚
生
労
働
省
で
は
事
業
主

に
対
し
て
︑
冬
季
に
お
け
る

年
次
有
給
休
暇
を
取
得
し
た

環
境
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み

を
呼
び
か
け
て
い
る（
写
真
）︒

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
し
て
実
践
さ
れ

て
い
る
︑
新
し
い
働
き
方
・

休
み
方
の
ス
タ
イ
ル
を
定
着

さ
せ
︑
こ
れ
か
ら
も
続
け
て

い
く
た
め
に
は
︑
計
画
的
な

業
務
運
営
や
休
暇
の
分
散
化

に
も
資
す
る
﹁
年
次
有
給
休

暇
の
計
画
的
付
与
制
度
﹂や
︑

労
働
者
の
様
々
な
事
情
に
応

じ
た
柔
軟
な
働
き
方
・
休
み

方
に
も
資
す
る
﹁
時
間
単
位

の
年
次
有
給
休
暇
﹂
の
活
用

が
効
果
的
と
な
っ
て
い
る
︒

　

厚
労
省
で
は
︑
新
し
い
働

き
方
・
休
み
方
を
実
践
す
る

た
め
に
︑
事
業
主
に
対
し
て

年
次
有
給
休
暇
の
上
手
な
活

用
を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

詳
細
に
つ
い
て
は
︑厚
労
省

﹁
年
次
有
給
休
暇
取
得
促
進

特
設
サ
イ
ト
﹂

（
二
次
元
コ
ー

ド
）
を
参
照

の
こ
と
︒

ス
タ
ッ
ク
車
両
の
発
生
に
伴

う
車
両
滞
留
の
抑
制
や
緊
急

車
両
の
通
行
を
確
保
す
る
た

め
︑
昨
年
末
と
同
程
度
の
大

雪
の
際
に
は
︑
降
雪
地
域
へ

の
車
両
流
入
を
抑
制
す
る
た

め
に
︑
滋
賀
県
を
通
過
し
広

域
的
に
移
動
す
る
道
路
利
用

者
に
対
し
て
︑
降
雪
地
域
外

で
の
経
路
選
択
が
可
能
と
な

る
よ
う
︑
広
域
的
な
迂
回
ル

ー
ト
へ
誘
導
す
る
と
と
も
に
︑

広
域
的
な
通
行
止
め
を
滋
賀

県
に
お
い
て
初
め
て
試
み
る

こ
と
と
し
た
︒

　

具
体
的
に
は
︑
昨
年
末
と

同
程
度
の
大
雪
に
よ
り
通
行

止
め
を
行
う
際
は
︑
名
神
高

速
の
京
阪
神
側
の
端
末
Ｉ
Ｃ

を
八
日
市
Ｉ
Ｃ
か
ら
栗
東
湖

 

大
雪
の
３
日
前
か
ら
運
送
会

社
や
荷
主
に
対
し
て
輸
送
ス

ケ
ジ
ュー
ル
変
更
な
ど
を
要
請

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本

「
雪
氷
期
の
取
り
組
み
」

　

中
日
本
高
速
道
路
㈱
（
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
）
は
11
月

22
日
︑
２
０
２
２
年
度
﹁
雪

氷
期
に
お
け
る
取
り
組
み
﹂

を
発
表
し
た
︒

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
で

は
︑
国
土
交
通
省
﹁
大
雪
時

の
道
路
交
通
確
保
対
策　

中

間
と
り
ま
と
め
（
令
和
３
年

３
月
改
定
）﹂
で
提
言
さ
れ
て

い
る
﹁
人
命
を
最
優
先
に
︑

幹
線
道
路
上
で
大
規
模
な
車

両
滞
留
を
徹
底
的
に
回
避
す

る
﹂
を
雪
氷
対
策
方
針
に
据

え
て
︑
昨
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
る
大
雪
時
の
雪
氷
対
策

の
継
続
お
よ
び
一
部
強
化
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
る
︒

　

今
年
度
強
化
さ
れ
る
︑
大

南
Ｉ
Ｃ
と
し
た
通
行
止
め
を

実
施
︒
そ
の
際
に
は
︑
国
道

８
号
に
お
い
て
も
集
中
除
雪

の
た
め
部
分
的
に
通
行
止
め

と
す
る
こ
と
か
ら
︑
福
井
方

面
は
国
道
１
６
１
号
︑
名
古

屋
方
面
は
新
名
神
高
速
道

路
︑
国
道
１
号
を
利
用
す
る

広
域
迂
回
を
案
内
す
る
︒

　

同
本
部
で
は
︑
同
試
行
に

伴
い
︑
特
に
滋
賀
県
南
部
地

域
の
各
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア（
Ｓ

Ａ
）・
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

（
Ｐ
Ａ
）・
Ｉ
Ｃ
・
ジ
ャ
ン
ク

シ
ョ
ン
（
Ｊ
Ｃ
Ｔ
）
に
お
い

て
は
︑
通
常
時
に
比
べ
渋
滞

が
発
生
し
や
す
い
状
況
に
な

る
こ
と
か
ら
︑
最
新
の
道
路

情
報
︑
気
象
情
報
を
確
認
す

る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
︒

雪
時
の
道
路
交
通
確
保
に
向

け
た
主
な
取
り
組
み
は
︑
次

の
通
り
︒

①
大
雪
が
予
測
さ
れ
る
降
雪

の
３
日
前
か
ら
出
控
え
や
広

域
迂
回
な
ど
を
要
請
す
る
情

報
を
提
供

②
冬
型
の
気
圧
配
置
に
よ
る

大
雪
が
見
込
ま
れ
る
北
陸
地

方
に
︑
除
雪
車
な
ど
の
雪
氷

車
両
を
増
強

③
通
行
止
め
の
際
は
本
線
規

制
ま
で
の
タ
イ
ム
ラ
グ
を
解

消
し
︑
通
行
困
難
な
区
間
へ

の
流
入
車
両
を
抑
制

　

特
に
①
で
は
︑
関
係
機
関

の
協
力
を
得
つ
つ
︑
テ
レ
ビ

Ｃ
Ｍ
や
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
︑
Ｓ

Ｎ
Ｓ
︑
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー

ジ
な
ど
で
幅
広
く
周
知
を
行

い
︑
物
流
事
業
者
や
荷
主
に

対
し
て
輸
送
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
や
ル
ー
ト
の
変
更
の
検
討

を
繰
り
返
し
促
す
こ
と
と
し

て
い
る
︒

事
業
者
支
援
の
徹
底
等

を
関
係
機
関
に
対
し
要
請

資
金
需
要
の
高
ま
る
年
末

・
年
度
末
に
向
け
て

　

経
済
産
業
省
は
︑﹁
物
価

高
克
服
・
経
済
再
生
実
現
の

た
め
の
総
合
経
済
対
策
﹂
が

閣
議
決
定
さ
れ
た
こ
と
等
に

伴
い
︑
11
月
28
日
に
︑
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
対

す
る
金
融
の
円
滑
化
に
つ
い

て
︑
関
係
機
関
に
対
し
要
請

し
た
︒

　

年
末
・
年
度
末
に
向
け
て

資
金
需
要
が
高
ま
る
こ
と
等

が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
︑

同
日
開
催
さ
れ
た
﹁
中
小
企

業
の
金
融
の
円
滑
化
等
に
関

す
る
意
見
交
換
会
﹂
で
政
府

当
局
者
と
各
金
融
機
関
の
代

表
の
意
見
交
換
を
実
施
︒
意

見
交
換
会
終
了
後
に
︑
岸
田

文
雄
内
閣
総
理
大
臣
︑
西
村

康
稔
経
済
産
業
大
臣
等
よ

り
︑
10
月
28
日
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
同
経
済
対
策
を
踏
ま

え
︑
関
係
機
関
に
対
し
て
︑

事
業
者
支
援
の
徹
底
等
に
つ

い
て
要
請
し
た
︒

　

主
な
要
請
内
容
は
︑
以
下

の
通
り
︒

①
業
況
を
積
極
的
に
把
握

し
︑
資
金
繰
り
相
談
に
丁
寧

に
対
応
す
る
な
ど
︑
事
業
者

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
き
め
細

や
か
な
支
援
の
徹
底

②
条
件
変
更
や
借
換
え
等
に

対
し
て
︑
事
業
者
の
実
情
に

応
じ
た
迅
速
か
つ
柔
軟
な
対

応
の
継
続

③
借
換
保
証
制
度
の
円
滑
か

つ
迅
速
な
実
施
︒
日
本
政
策

金
融
公
庫
等
の
ス
ー
パ
ー
低

利
融
資
や
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
貸
付
の
積
極
的
な
活
用

④
﹁
業
種
別
支
援
事
例
集
﹂

も
活
用
し
つ
つ
︑
事
業
者
の

収
益
力
改
善
・
事
業
再
生
・

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
総
合
的
支

援
に
努
め
る
こ
と

経 産 省

　

本
格
的
な
降
積
雪
期
を
迎
え
︑
中
央
防
災
会
議
（
会
長

・
岸
田
文
雄
内
閣
総
理
大
臣
）
か
ら
︑﹁
降
積
雪
期
に
お

け
る
防
災
態
勢
の
強
化
等
に
つ
い
て
﹂（
11
月
18
日
付
）

が
発
出
さ
れ
ま
し
た
︒
こ
れ
を
受
け
て
国
土
交
通
省
は
同

月
30
日
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
を
は
じ
め
と
す
る
自
動

車
関
係
団
体
な
ど
へ
︑﹁
降
積
雪
期
に
お
け
る
輸
送
の
安

全
確
保
の
徹
底
に
つ
い
て
﹂
を
通
達
︑
全
ト
協
も
都
道
府

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
を
通
じ
て
会
員
事
業
者
へ
︑
降
積
雪
期

に
お
け
る
輸
送
の
安
全
確
保
へ
の
取
り
組
み
を
求
め
て
い

ま
す
︒
ま
た
︑
各
高
速
道
路
会
社
な
ど
も
︑
立
ち
往
生
対

策
等
を
広
報
し
て
い
ま
す
の
で
︑
関
係
記
事
を
ま
と
め
ま

し
た
（
８
面
に
関
連
）︒

経 産 省
公 取 委

表　申請受付期間延長を行う支援事業
１：先進安全自動車（ASV) の導入に対する支援
申請受付期間 令和 4年 7月 22日から 12月 23日まで

申請対象車両 4年 4月 1日から 12 月 23 日までの間に、補助対象装置
を搭載した事業用車両を購入（新車新規登録）したもの

２：社内安全教育の実施に対する支援
申請受付期間 4年 7月 22日から 12月 23日まで

申請対象メニュー 契約日が申請日以降であり、かつ、5年 1月 20 日までに
完了するもの

※�申請受付期間中に申請総額が予算額に達する場合は、申請受付期間であっても申請受
付を終了します。

図１　降積雪期における輸送の安全確保の徹底について
【バス、タクシー、トラック等共通】

1�気象情報（大雪や雪崩、暴風雪等に関する警報・注意報を含む）や
道路における降雪状況等を適時に把握し、以下の対策を講ずること
により、輸送の安全確保に万全を期すこと
①災害発生時の社内における連絡体制を改めて確認すること
②�気象予報や路面の状況、降雪状況等を勘案しつつ、冬用タイヤの
装着、チェーンの携行および早めの装着を徹底すること

③�冬用タイヤの溝の深さがタイヤ製作者の推奨する使用限度を超え
ていないことを日常点検時に確認すること

④�点呼時等において、運行経路の道路情報や、気象情報に基づき、
乗務員に適切な指示を行うこと

⑤�積雪・凍結時における要注意箇所の把握に努めること
⑥�気象状況が急変し、安全運行が確保できないおそれがある場合は、
運行の中止等の指示を行うとともに、バスの運休、タクシーの配
車の休止、宅配便の集配荷の休止など、サービスの停止に係る情
報については、ホームページ等を通じて利用者に分かりやすく情
報提供すること

⑦�乗務員に対して、スリップの要因となる急発進、急加速、急制動、
急ハンドルを行わないよう指導するとともに、道路状況、気象状
況に応じた安全速度の遵守、車間距離の確保について指導を徹底
すること

2�大型車の車輪脱落事故を防止するため、スタッドレスタイヤへの交
換時等に、ホイール・ボルトの誤組防止、締付トルクの管理、交換
作業後の増し締め等を確実に行うこと

図２　雪道での立ち往生発生抑止への注意点
①自動車ユーザー
・�積雪・凍結路では、必ず適切な冬用タイヤの装着をお願いします。
・�また、運行前に冬用タイヤの溝深さが新品時の50%以上残っていることを、
「プラットホーム」で確認をお願いします。
・�チェーンの携行、立ち往生する前の早めの装着をお願いします。
②トラック運送事業者
・�年末年始の輸送等に関する安全総点検（関連 8面）の実施項目「6. 大雪に
対する輸送の安全確保の実施状況」について、重点的に確認をお願いします。
・�運送事業者は、大雪時等輸送の安全の確保に支障を生ずるおそれがあると
きは、運行の中止等の指示、冬用タイヤの溝の深さ、滑り止めの措置が講
じられていることの確認等、輸送の安全を確保するために必要な措置を講
じることが必要です。
・�雪道において、悪質な立ち往生事例が発生した場合は、監査で事実関係を
確認した上で、講じた措置が不十分と判断されれば行政処分の対象となり
ます。

③荷主
・�大雪などの異常気象による突発的な事象により、運送経路の変更や運送の
中止などの必要が生じ、その原因となった事象がやむを得ないと認められ
る場合には、運送経路の変更等を認めるよう、ご協力をお願いします。
・�大雪などの異常気象により、運送に支障を来すことがあらかじめ予想され
る場合には、配送拠点に留置する在庫の積み増しや、予定されていた配送
時間の前倒し、運送可能域内での物資の融通を行うことにより、トラック
事業者への不要不急の運送依頼を控えていただきますよう、ご協力をお願
いします。

●働き方・休み方改善ポータルサイト　https://work-holiday.mhlw.go.jp/

厚生労働省 都道府県労働局 労働基準監督署

年次有給休暇取得促進特設サイト

働き方の新しいスタイル

テレワークや
ローテーション勤務

時差通勤で
ゆったりと

オフィスは
ひろびろと

会議は
オンライン

対面での打合せは
換気とマスク

●「年次有給休暇の計画的付与制度」を導入しましょう。
●年次有給休暇付与計画表による個人別付与方式を活用すれば休暇の分散化にもつながります。

新しい働き方・休み方を実践するために
 年次有給休暇 を上手に活用しましょう

休
暇
を
と
っ
て
、

い
つ
も
と
違
う
冬
を
探
し
に
行
こ
う
。

休
暇
を
と
っ
て
、

い
つ
も
と
違
う
冬
を
探
し
に
行
こ
う
。

年休取得促進
特設サイト

大
雪
時
の
対
策
を
呼
び
か
け
る
チ
ラ
シ

大
雪
時
の
立
ち
往
生
防
止
対
策
を
万
全
に
！

大
雪
時
の
立
ち
往
生
防
止
対
策
を
万
全
に
！

国
交
省
な
ど
関
係
機
関
が
対
策
呼
び
か
け
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技
術
革
新
な
ど
に
伴
い
︑
経
済

構
造
は
時
代
と
と
も
に
変
化
す

る
︒
こ
れ
ま
で
日
本
経
済
を
け
ん

引
し
て
き
た
よ
う
な
産
業
で
も
︑

い
ず
れ
衰
退
期
を
迎
え
る
こ
と
も

避
け
ら
れ
な
い
︒
す
る
と
﹁
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
も
︑
長
年
に
わ

た
っ
て
安
定
的
に
取
引
し
て
き
た

荷
主
で
あ
っ
て
も
︑
そ
れ
だ
け
に

依
存
し
て
い
て
は
ジ
リ
貧
に
な
っ

て
し
ま
う
﹂︒

　

保
有
車
両
数
が
約
１
０
０
台
で

売
上
高
が
20
億
円
強
（
今
年
９
月

期
）
の
事
業
者
は
︑
こ
れ
ま
で
取

引
先
は
複
数
で
も
︑
い
ず
れ
も
同

じ
産
業
の
荷
主
に
売
上
の
ほ
ぼ
１

０
０
％
を
依
存
し
て
い
た
︒
そ
こ

で
現
在
︑
取
引
の
な
か
っ
た
別
の

産
業
の
荷
主
開
拓
に
取
り
組
ん
で

い
る
︒

　

こ
の
事
業
者
が
﹁
最
初
に
他
の

産
業
の
荷
主
開
拓
の
必
要
性
を
痛

感
し
た
の
は
︑
14
年
前

の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
だ

っ
た
﹂︒
同
社
は
９
月
決

算
な
の
で
︑﹁
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
が
起
き
た
時

点
で
は
︑
売
上
︑
利
益

と
も
過
去
最
高
だ
っ

た
︒
だ
が
︑
10
月
の
新

年
度
か
ら
は
売
上
が
激

減
し
︑
一
気
に
約
４
割

ほ
ど
減
少
し
た
﹂︒
そ
の
時
は

断
腸
の
思
い
で
協
力
会
社
へ
の

委
託
を
や
め
る
こ
と
で
︑
賃
金

を
維
持
し
な
が
ら
従
業
員
の
雇

用
を
守
る
こ
と
が
で
き
た
︒
し

か
し
同
時
に
︑
こ
れ
ま
で
取
引

の
な
か
っ
た
産
業
の
荷
主
開
拓

の
必
要
性
を
痛

感
し
た
の
で
あ

る
︒

　

だ
が
︑
実
際

に
危
機
を
乗
り

切
る
た
め
に
力

を
入
れ
た
の
は
︑

﹁
経
営
の
基
盤

で
あ
る
既
存
取

引
先
と
の
関
係

強
化
だ
っ
た
︒

本
音
を
い
え
ば
︑

そ
の
方
が
楽
だ

っ
た
か
ら
﹂
で
あ

る
︒
そ
の
結
果
︑

業
績
も
再
び
元

に
戻
り
つ
つ
あ
っ

た
︒
そ
ん
な
時

に
︑
今
度
は
東
日
本
大
震
災
で

あ
る
︒
同
社
は
震
災
に
よ
る
直

接
的
被
害
は
な
か
っ
た
が
︑
サ

プ
ラ
イ
ヤ
ー
が
被
災
し
た
た
め

に
部
品
調
達
な
ど
に
支
障
が
生

じ
︑
い
ず
れ
の
取
引
先
も
大
き

な
影
響
を
受
け
た
︒
こ
の
時
も

﹁
一
本
柱
の
経
営
の
リ
ス
ク
を
痛

感
し
︑
他
の
産
業
の
取
引
先
を
開

拓
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
改
め
て

思
っ
た
﹂︒
し
か
し
︑
そ
れ
で
も
ま

だ
本
腰
は
入
ら
な
か
っ
た
︒

　

す
る
と
今
度
は
︑
コ
ロ
ナ
の
影

響
を
受
け
た
︒
半
導
体
な
ど
の
供

給
が
滞
っ
た
た
め
に
︑
取
引
先
企

業
の
工
場
の
稼
働
に
支
障
が
生
じ

た
︒
そ
こ
で
﹁
特
定
産
業
の
荷
主

に
依
存
す
る
一
本
柱
の
経
営
か
ら
︑

他
産
業
の
取
引
先
を
開
拓
し
て
複

数
の
経
営
の
柱
を
つ
く
る
必
要
性

を
︑
三
度
痛
感
す
る
こ
と
に
な
っ

た
︒
今
度
こ
そ
︑
三
度
目
の
正
直

で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
﹂︒

　

そ
の
結
果
︑
今
年
の
９
月
決
算

で
は
︑
メ
イ
ン
産
業
以
外
の
﹁
一

般
貨
物
の
売
上
比
率
が
８
％
に
ま

で
な
っ
た
︒
来
年
３
月
ま
で
に
は

10
％
ま
で
増
や
す
計
画
﹂で
あ
る
︒

こ
の
事
業
者
は
２
年
後
に
設
立
50

周
年
を
迎
え
る
︒
そ
こ
で
長
期
的
︑

中
期
的
︑
短
期
的
に
分
け
て
経
営

環
境
の
変
化
を
分
析
し
て
︑
そ
れ

ぞ
れ
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
経
営

を
行
っ
て
い
く
方
針
だ
︒

　

そ
の
よ
う
な
な
か
で
﹁
２
０
２

４
年
問
題
﹂
も
位
置
づ
け
︑
働
き

や
す
い
職
場
認
定
や
健
康
経
営
優

良
法
人
認
定
の
取
得
な
ど
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
︒

第
312
回

一本柱の経営から複数柱への転換

　
　
　
　

︻
解
説
︼
労
働
基
準
法
で
は
︑
使
用

者
が
労
働
者
を
解
雇
す
る
に
当
た
っ

て
は
︑
少
な
く
と
も
30
日
前
に
予
告

を
す
る
か
︑
30
日
分
以
上
の
平
均
賃

金
を
支
払
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
（
第

20
条
）︒
一
方
︑
労
働
者
が
業
務
上
の

傷
病
に
よ
り
療
養
の
た
め
休
業
す
る

期
間
お
よ
び
そ
の
後
30
日
間
等
に
つ

　

解
雇
予
告
を
し
た
労
働
者
が
業

務
中
に
交
通
事
故
を
起
こ
し
、
３

週
間
ほ
ど
入
院
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
業
務
上
災
害
で
休
業
中
の
労

働
者
は
解
雇
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ

う
な
場
合
、
解
雇
の
効
力
が
発
生

す
る
の
は
い
つ
か
ら
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。

 第260回 

解雇予告後に労
災事故、効力発
生はいつから

い
て
は
︑
解
雇
さ
れ
て
も
直
ち
に
就

職
す
る
こ
と
が
で
き
ず
︑
生
活
の
危

機
に
さ
ら
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
た

め
︑
解
雇
を
禁
止
し
て
い
ま
す
（
第

19
条
）︒
例
外
的
に
︑
使
用
者
が
︑

①
労
働
者
に
３
年
間
以
上
の
療
養
の

の
ち
打
ち
切
り
補
償
（
第
81
条
）
を

支
払
っ
た
と
き
︑
あ
る
い
は
︑
②
天

災
事
変
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由

に
よ
っ
て
事
業
の
継
続
が
不
可
能
に

な
っ
た
場
合
で
︑
所
轄
労
働
基
準
監

督
署
長
の
解
雇
制
限
除
外
認
定
を
受

け
た
と
き
︱
︱
に
限
っ
て
解
雇
が
許

さ
れ
る
ほ
か
は
︑
絶
対
的
に
解
雇
が

禁
止
さ
れ
る
も
の
で
す
︒

　

ご
質
問
の
ケ
ー
ス
は
︑
業
務
上
の

負
傷
に
よ
る
入
院
と
い
う
こ
と
で
す

の
で
︑こ
の
第
19
条
の
規
定
に
該
当
し
︑

入
院
中
お
よ
び
退
院
後
も
通
院
加
療

の
た
め
に
休
業
す
る
期
間
は
も
と
よ

り
︑
そ
の
後
30
日
間
に
わ
た
っ
て
解

雇
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
︒

し
た
が
っ
て
︑
当
初
に
予
告
し
た
解

雇
日
が
到
来
し
て
も
解
雇
の
効
力
は

生
じ
ま
せ
ん
︒
あ
え
て
解
雇
す
れ
ば
︑

同
条
違
反
と
し
て
刑
事
責
任
を
問
わ

れ
ま
す
し
︑
民
事
的
に
も
解
雇
は
無

効
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
︒

　

そ
れ
で
は
︑
こ
の
よ
う
な
場
合
︑

当
初
の
解
雇
予
告
の
効
果
は
ど
う
な

る
か
が
問
題
と
な
り
ま
す
が
︑
厚
生

労
働
省
の
解
釈
例
規
で
は
︑
業
務
上

負
傷
し
︑
ま
た
は
疾
病
に
か
か
り
休

業
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
︑﹁
解
雇
予
告

の
効
力
の
発
生
自
体
は
中
止
さ
れ
る

だ
け
で
あ
る
か
ら
︑
そ
の
休
業
期
間

が
長
期
に
わ
た
り
解
雇
予
告
と
し
て

の
効
力
を
失
う
も
の
と
認
め
ら
れ
る

場
合
を
除
き
治
癒
し
た
日
に
改
め
て

解
雇
予
告
を
す
る
必
要
は
な
い
﹂（
昭

和
26
年
６
月
︑
基
収
第
２
６
０
９
号
）

と
し
て
い
ま
す
︒

　

つ
ま
り
︑
ご
質
問
の
よ
う
な
解
雇

予
告
後
に
業
務
上
の
傷
病
を
被
っ
た

と
い
う
場
合
に
は
︑
当
初
の
解
雇
予

定
日
が
解
雇
制
限
期
間
延
期
さ
れ
る

だ
け
で
︑
解
雇
予
告
を
行
っ
た
と
い

う
事
実
ま
で
消
え
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
︑
あ
ら
た
め
て
予
告
を

し
な
く
て
も
︑
解
雇
制
限
期
間
の
満

了
す
る
休
業
明
け
後
30
日
間
の
経
過

の
の
ち
に
は
︑
解
雇
の
効
力
が
生
じ

る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

　

た
だ
し
︑
こ
の
解
釈
例
規
で
い
う

休
業
期
間
が
﹁
長
期
に
わ
た
る
﹂
と

き
の
程
度
に
つ
い
て
は
︑
具
体
的
な

基
準
が
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
︑
ご
質
問
の
ケ
ー
ス

に
お
け
る
入
院
３
週
間
プ
ラ
ス
数
日

間
と
予
想
さ
れ
る
休
業
期
間
が
︑
当

初
の
解
雇
予
告
の
効
力
を
持
続
せ
し

め
る
程
度
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い

て
は
︑若
干
疑
問
が
残
る
と
こ
ろ
で
す
︒

こ
の
た
め
︑
休
業
期
間
が
数
日
間
で

あ
れ
ば
と
も
か
く
と
し
て
︑
お
尋
ね

の
よ
う
な
３
週
間
以
上
に
も
及
ぶ
場

合
に
お
い
て
は
︑
無
用
な
ト
ラ
ブ
ル

を
避
け
る
た
め
に
も
︑
休
業
明
け
に

再
度
解
雇
予
告
を
す
る
の
が
無
難
だ

と
思
わ
れ
ま
す
︒

Ａ�

休
業
終
了
30
日
後
に
発
生

す
る
が
、
再
予
告
が
無
難

企業プロフィール
■ 社　　　名	 ㈱坂田流通
■ 本社所在地	 千葉県野田市泉1-3-13
■ 代　表　者	 代表取締役社長　坂田　泰彦  
■ 創　　　業　	平成2年5月
■ 設　　　立　	平成7年9月4日
■ 資　本　金	 1,000万円
■ 社　員　数	 110人（うちドライバー46人）
■ 車　両　数	 46台

　

㈱
坂
田
流
通
（
坂
田
泰
彦

代
表
取
締
役
社
長
）
は
︑
日

用
雑
貨
や
飲
料
︑
食
料
品
等

の
輸
送
を
︑
千
葉
県
内
な
ど

の
地
場
輸
送
を
中
心
に
展
開

し
て
い
る
運
送
会
社
で
あ
る
︒

平
成
７
年
に
同
社
が
設
立
さ

れ
て
か
ら
今
年
で
27
年
目
を

迎
え
て
い
る
が
（
設
立
当
時

の
社
名
は
㈲
坂
田
流
通
）︑

同
社
で
は
設
立
以
来
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
に
対
す
る
安
全
指
導

を
徹
底
す
る
と
と
も
に
︑
事

故
防
止
に
資
す
る
投
資
を
積

極
的
に
実
施
︒
こ
れ
ま
で
︑

同
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
第
１

当
事
者
に
な
っ
た
死
亡
事
故

は
１
件
も
発
生
し
て
い
な
い
︒

　

同
社
で
は
︑
設
立
後
す
ぐ

に
︑
ス
ピ
ー
ド
管
理
の
徹
底

を
図
る
た
め
︑
義
務
化
さ
れ

て
い
な
い
車
両
を
含
め
全
車

に
ア
ナ
ロ
グ
タ
コ
グ
ラ
フ
（
ア

ナ
タ
コ
）
を
導
入
︒
死
亡
事

故
に
結
び
つ
き
や
す
い
ス
ピ

ー
ド
の
出
し
過
ぎ
を
防
ぐ
よ

う
に
し
た
︒
ア
ナ
タ
コ
の
導

入
に
合
わ
せ
て
同
社
で
は

﹁
社
内
規
定
制
限
速
度
﹂（
図

１
）
を
定
め
︑
ス
ピ
ー
ド
を

出
し
過
ぎ
て
い
な
い
か
ど
う

か
︑
チ
ャ
ー
ト
紙
を
毎
日
確

認
︒
速
度
超
過
が
目
立
つ
ド

ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
は
チ
ャ

ー
ト
紙
を
示
し
な
が
ら
︑
速

度
を
抑
え
る
よ
う
指
導
を
徹

底
し
た
︒

　

続
い
て
︑
23
年
に
は
ド
ラ

イ
ブ
レ
コ
ー
ダ（
ド
ラ
レ
コ
）

一
体
型
の
デ
ジ
タ
ル
タ
コ
グ

ラ
フ
（
デ
ジ
タ
コ
）
を
全
車

両
に
導
入
︒
ド
ラ
イ
バ
ー
に

は
︑
デ
ジ
タ
コ
で
取
得
し
た

走
行
速
度
や
走
行
距
離
︑
運

行
時
間
な
ど
の
デ
ー
タ
を
運

　

事
故
防
止
の
た
め
に
同
社

が
最
も
力
を
入
れ
て
い
る
の

が
︑
新
規
採
用
時
の
安
全
指

導
で
あ
る
︒

　

同
社
で
は
新
人
ド
ラ
イ
バ

ー
に
対
し
て
︑
業
界
経
験
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
︑
入
社

当
日
に
座
学
を
行
い
︑
そ
の

後
２
~
３
週
間
ほ
ど
添
乗
指

導
を
実
施
す
る
︒
添
乗
指
導

期
間
中
は
︑
安
全
性
の
高
い

運
転
操
作
や
荷
役
作
業
︑
ま

た
荷
主
担
当
者
と
の
接
遇
な

ど
に
つ
い
て
指
導
担
当
者
が

指
導
を
行
う
と
と
も
に
︑
毎

日
﹁
添
乗
運
転
指
導
記
録
﹂

（
図
２
）
に
新
人
ド
ラ
イ
バ

ー
へ
の
指
導
内
容
等
を
記
録

す
る
︒
添
乗
運
転
指
導
記
録

で
は
︑﹁
点
呼
﹂︑﹁
発
進
前
﹂︑

﹁
安
全
走
行
﹂︑﹁
交
差
点
通

行
﹂︑﹁
後
退
時
﹂︑﹁
全
体
傾

向
﹂
に
関
す
る
29
項
目
の
チ

転
日
報
と
し
て
毎
日
提
出
さ

せ
て
い
る
︒
デ
ジ
タ
コ
で
は

急
加
速
や
急
減
速
な
ど
の
不

安
全
な
運
転
操
作
が
記
録
と

し
て
残
る
︒
ま
た
︑
現
在
同

ェ
ッ
ク
項
目
を
設
け
て
お
り
︑

新
人
ド
ラ
イ
バ
ー
の
習
熟
状

況
を
毎
日
細
か
く
記
録
し
て

い
く
︒
ま
た
︑
１
日
の
添
乗

指
導
が
終
了
し
︑
営
業
所
に

戻
っ
て
く
る
と
︑
管
理
者
が

指
導
担
当
者
と
新
人
ド
ラ
イ

バ
ー
に
対
し
て
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
い
︑
習
熟
状
況
を
把
握

す
る
︒

　

29
項
目
か
ら
な
る
チ
ェ
ッ

ク
項
目
が
す
べ
て
満
た
さ
れ
︑

安
全
運
転
意
識
と
技
術
が
一

定
の
レ
ベ
ル
に
達
し
た
と
認

め
ら
れ
た
新
人
ド
ラ
イ
バ
ー

に
対
し
て
は
︑
管
理
者
に
よ

る
見
極
め
が
行
わ
れ
る
︒
見

極
め
で
は
︑
１
日
管
理
者
が

同
乗
し
︑
単
独
乗
務
が
可
能

か
ど
う
か
を
確
認
︒﹁
添
乗

指
導
項
目
﹂（
図
３
）
で
定

め
て
い
る
50
項
目
（
各
５
点

満
点
）
の
評
価
点
の
平
均
が

た
上
で
︑
改
善
へ
の
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
︒管
理
者
が
︑

デ
ジ
タ
コ
の
デ
ー
タ
や
ド
ラ

レ
コ
の
映
像
な
ど
と
い
っ
た

記
録
を
示
し
な
が
ら
不
安
全

な
運
転
操
作
に
対
し
て
日
々

指
導
を
徹
底
し
て
き
た
こ
と

で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
防

止
へ
の
意
識
も
高
ま
っ
て
い
ま

す
︒
人
件
費
や
燃
料
費
の
高

騰
な
ど
︑
運
送
会
社
の
経
営

環
境
は
厳
し
く
な
っ
て
い
ま

す
が
︑
そ
う
し
た
中
に
お
い

て
も
︑
不
安
全
な
運
転
操
作

の
発
見
に
繋
げ
る
こ
と
の
で

き
る
デ
ジ
タ
コ
や
ド
ラ
レ
コ

な
ど
の
安
全
ツ
ー
ル
に
対
す

る
投
資
を
継
続
し
て
い
く
こ

と
が
︑
事
故
撲
滅
の
た
め
に

は
不
可
欠
だ
と
考
え
て
い
ま

す
﹂（
坂
田
社
長
）

す
︒
指
導
に
際
し
て
は
︑
指

導
担
当
者
に
よ
っ
て
指
導
の

レ
ベ
ル
が
変
わ
っ
て
し
ま
う

よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
︒﹃
添
乗

運
転
指
導
記
録
﹄
や
﹃
添
乗

指
導
項
目
﹄
は
指
導
の
均
一

化
を
図
る
た
め
に
取
り
入
れ

た
も
の
で
あ
り
︑
安
全
性
の

高
い
輸
送
品
質
を
維
持
し
て

い
く
上
で
は
欠
か
せ
な
い
も

の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
﹂（
坂

田
社
長
）

　

な
お
︑
同
社
で
は
２
㌧
車

か
ら
４
㌧
車
︑
さ
ら
に
大
型

車
へ
と
車
格
が
上
が
る
際
に

も
︑
同
様
に
添
乗
指
導
と
管

理
者
に
よ
る
見
極
め
を
行
っ

た
上
で
︑
乗
務
認
定
を
与
え

る
よ
う
に
し
て
い
る
︒

　
﹁
添
乗
指
導
の
間
は
指
導

担
当
者
や
管
理
者
の
厳
し
い

目
が
あ
り
ま
す
が
︑
単
独
乗

務
に
な
っ
て
気
が
緩
ん
で
し

ま
い
︑
事
故
を
起
こ
す
こ
と

社
で
導
入
し
て
い
る
ド
ラ
レ

コ
は
︑
前
方
・
右
側
・
左
側

・
後
方
・
運
転
室
内
の
５
か

所
の
映
像
を
記
録
で
き
る
タ

イ
プ
で
︑
運
転
中
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
操
作
や
居
眠
り
運

転
な
ど
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ

る
不
安
全
な
運
転
操
作
も
映

像
と
し
て
記
録
さ
れ
る
︒
こ

う
し
た
不
安
全
な
運
転
操
作

が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
は
︑

デ
ジ
タ
コ
や
ド
ラ
レ
コ
に
よ

る
記
録
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
示

し
な
が
ら
指
導
を
行
っ
て
い

る
︒

　
﹁
指
導
の
際
に
は
︑
デ
ジ
タ

コ
や
ド
ラ
レ
コ
で
取
得
し
た

不
安
全
な
運
転
操
作
の
記
録

を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
示
し
︑﹃
自

分
の
運
転
の
ど
こ
が
良
く
な

い
の
か
﹄
を
考
え
て
も
ら
っ

４
点
以
上
︑
か
つ
全
項
目
で

３
点
以
上
を
取
得
し
た
場

合
︑
晴
れ
て
乗
務
認
定
が
与

え
ら
れ
︑
単
独
乗
務
が
可
能

と
な
る
︒
な
お
︑
不
合
格
と

な
っ
た
場
合
は
再
教
育
と
な

り
︑
管
理
者
に
よ
る
見
極
め

を
パ
ス
す
る
ま
で
は
単
独
乗

務
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
︒

　
﹁
当
社
で
は
︑﹃
事
故
撲
滅

に
向
け
た
教
育
・
指
導
は
最

初
が
肝
心
﹄
と
捉
え
︑
採
用

時
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
ま

は
決
し
て
あ
っ
て
は
な
り
ま

せ
ん
︒
研
修
で
身
に
付
け
た

安
全
性
の
高
い
運
転
操
作
等

を
単
独
乗
務
の
際
に
も
継
続

さ
せ
る
た
め
に
︑
乗
務
認
定

　

同
社
で
は
︑
毎
月
﹁
ド
ラ

イ
バ
ー
ズ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
﹂

を
実
施
し
︑
安
全
指
導
の
徹

底
を
図
っ
て
い
る
︒

　

同
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
︑

同
社
の
定
め
て
い
る
運
行
ル

ー
ル
（
図
１
）
が
し
っ
か
り

と
守
ら
れ
て
い
る
か
確
認
す

る
と
と
も
に
︑
事
故
が
発
生

し
た
場
合
に
は
事
故
の
概
要

や
原
因
な
ど
に
つ
い
て
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
取
り
上
げ
た
上

で
︑
同
じ
よ
う
な
事
故
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
に
は
ど
の
よ

う
に
対
応
す
れ
ば
良
い
か
を

ド
ラ
イ
バ
ー
自
身
に
考
え
さ

せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
︒

　

運
行
ル
ー
ル
で
は
︑﹁
片

側
２
車
線
以
上
の
道
路
を
走

行
す
る
場
合
は
︑
左
車
線
を

走
行
す
る
﹂
な
ど
の
ほ
か
︑

停
車
時
の
玉
突
き
事
故
を
防

ぐ
た
め
に
﹁
車
間
は
必
ず
１

車
両
分
空
け
る
﹂︑﹁
停
車
時

は
ギ
ア
を
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に

し
て
︑
サ
イ
ド
ブ
レ
ー
キ
を

引
く
﹂
な
ど
の
ル
ー
ル
を
定

め
て
い
る
︒
な
お
︑
同
社
で

は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
負
担
軽
減

の
観
点
か
ら
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク

（
Ａ
Ｔ
）
車
の
導
入
を
進
め

て
お
り
︑
今
年
度
中
に
全
車

両
が
Ａ
Ｔ
車
に
な
る
予
定
で

あ
る
︒

　

な
お
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
多
く

の
ド
ラ
イ
バ
ー
を
集
め
て
の

教
育
の
実
施
が
困
難
に
な
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
︑
同
社

で
は
少
人
数
に
よ
る
指
導
を

実
施
し
て
い
る
ほ
か
︑
携
帯

電
話
を
活
用
し
た
安
全
情
報

共
有
の
取
り
組
み
も
進
め
て

い
る
︒
同
社
で
は
ド
ラ
イ
バ

ー
に
携
帯
電
話
を
支
給
し
︑

毎
朝
８
時
に
運
行
管
理
者
が

取
得
以
降
の
日
々
の
チ
ェ
ッ

ク
や
指
導
も
徹
底
し
て
い
ま

す
﹂（
小
林
芳
典
物
流
部
長

兼
八
千
代
物
流
セ
ン
タ
ー　

セ
ン
タ
ー
長
）

全
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て﹁
法

定
速
度
遵
守
﹂︑﹁
渋
滞
時
の

追
突
事
故
防
止
﹂
な
ど
︑
注

意
を
促
す
メ
ー
ル
を
配
信
し

て
い
る
︒
ま
た
︑
事
故
発
生

時
に
は
そ
の
状
況
を
発
信

し
︑
全
ド
ラ
イ
バ
ー
が
情
報

を
共
有
す
る
こ
と
で
︑
同
種

の
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
よ
う

に
し
て
い
る
︒
な
お
︑
メ
ー

ル
の
文
面
は
極
力
短
く
す
る

な
ど
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し

て
内
容
が
的
確
に
伝
わ
る
よ

う
工
夫
し
て
い
る
︒

　

ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
す
る
徹

底
し
た
安
全
指
導
と
︑
機
器

を
活
用
し
て
の
的
確
な
管
理

に
よ
っ
て
︑
同
社
は
重
大
事

故
の
防
止
に
効
果
を
上
げ
て

き
た
︒﹁
さ
ら
な
る
安
全
性

向
上
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に

は
︑
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面

か
ら
の
地
道
な
活
動
が
必

要
﹂
と
坂
田
社
長
は
語
る
︒

　
﹁
安
全
性
を
よ
り
向
上
さ

せ
る
た
め
に
は
︑
デ
ジ
タ
コ

な
ど
の
安
全
ツ
ー
ル
を
効
果

的
に
活
用
し
な
が
ら
︑
管
理

者
が
信
念
を
も
っ
て
事
故
防

止
対
策
に
根
気
強
く
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
き
ま
す
﹂（
坂
田
社
長
）

　
﹁
当
社
と
し
て
は
︑
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
に
一
層
磨
き

を
か
け
な
が
ら
︑Ｈ
Ｈ
Ｋ
（
ヒ

ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
・
気
が
か
り
）

対
策
の
推
進
な
ど
を
通
じ

て
︑
危
険
に
対
す
る
ド
ラ
イ

バ
ー
の
感
度
を
よ
り
高
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
﹂

（
小
林
部
長
）

（
取
材
協
力
）
㈱
坂
田
流
通

　

坂
田
泰
彦
代
表
取
締
役
社

長
、
小
林
芳
典
物
流
部
長
兼

八
千
代
物
流
セ
ン
タ
ー　

セ
ン

タ
ー
長

「
自
分
の
運
転
の
ど
こ
が
良
く
な
い
の
か
」

客
観
的
な
デ
ー
タ
や
映
像
を
示
し
指
導
を
実
施

交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
「
最
初
が
肝
心
」

添
乗
指
導
期
間
中
の
指
導
に
重
点
を
置
く

「
運
行
ル
ー
ル
」
を
遵
守
し
事
故
を
未
然
に
防
ぐ

毎
朝
発
信
す
る
メ
ー
ル
で
安
全
情
報
を
共
有

千葉県内をはじめとした地場輸送を中心に事業を展開している同社では、ドライ
バーの負担軽減の観点からオートマチック車の導入を進めている

　
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

の
各
企
業
で
の
優
良
な
交
通
事
故
防
止
対
策
の
様
子
を

紹
介
し
て
い
ま
す
︒
今
回
は
︑﹁
事
故
防
止
に
向
け
た

効
果
的
な
指
導
の
徹
底
﹂
と
﹁
デ
ジ
タ
ル
タ
コ
グ
ラ
フ

な
ど
の
安
全
ツ
ー
ル
の
活
用
﹂
を
両
輪
に
︑
長
年
に
わ

た
っ
て
重
大
事
故
の
防
止
に
力
を
注
い
で
き
た
︑
千
葉

県
野
田
市
の
株
式
会
社
坂
田
流
通
を
紹
介
し
ま
す
︒

同
社
で
は
、新
人
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
す

る
添
乗
指
導
に
力
を
入
れ
て
い
る

毎
月
開
催
し
て
い
る「
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
で
は
、「
運
行
ル
ー

ル
」の
遵
守
状
況
等
に
つ
い
て
確
認
を

行
う

坂田　泰彦
代表取締役社長

小林　芳典
物流部長兼

八千代物流センター長

図１　㈱坂田流通　運行ルール（抜粋）
すべての運行において安全を優先に行う
・片側２車線以上は左車線走行厳守（右折時は適時車線変更する）
・運転中、携帯電話を絶対に操作しない
・停車時、車間は必ず１車両分空ける
・停車時、ギアをニュートラルにしてサイドブレーキを引く
・一般道、高速道走行時の車間は、速度に比例（時速 100km/h ＝ 100 ｍ）
・駐車時、輪止めの徹底
・社内規定制限速度　※原則、実際の交通規制・法定速度に従う

1㌧車、2㌧車、4㌧車 6㌧車、10㌧車、トラクタ

一般道 時速 60km/h 未満 時速 60km/h 未満

高速道路 時速 100km/h 未満 時速 80km/h 未満

図２　添乗運転指導記録

図３　添乗指導項目

徹底した指導と的確な管理で事故防止意識が向上徹底した指導と的確な管理で事故防止意識が向上
独自の「運行ルール」策定　地道な努力を重ね浸透させる独自の「運行ルール」策定　地道な努力を重ね浸透させる

　
株
式
会
社
坂
田
流
通
（
千
葉
県
野
田
市
）

第
33
回
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「2024年問題対応」「モーダルシフト」

　

企
業
や
業
界
に
よ
り
︑
顧

客
等
へ
の
対
応
方
法
・
基
準

が
異
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
た
め
︑
明
確
に
定
義
づ
け

ら
れ
な
い
が
︑
企
業
の
現
場

で
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
カ

　

現
場
対
応
者
に
よ
る
初
期

対
応
に
お
い
て
は
︑
ま
ず
は

ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
カ

ス
ハ
ラ
）
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
︒

　

顧
客
等
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
・

言
動
の
う
ち
、
当
該
ク
レ
ー
ム

　

業
種
や
業
態
︑
企
業
文
化

の
違
い
に
よ
り
︑
カ
ス
ハ
ラ
の

判
断
基
準
は
企
業
ご
と
に
違

い
が
出
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
か
ら
︑
各
社
で
あ
ら
か
じ

め
カ
ス
ハ
ラ
の
判
断
基
準
を

明
確
に
し
た
上
で
︑
企
業
内

の
考
え
方
︑
対
応
方
針
を
統

一
し
て
現
場
と
共
有
し
て
お

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
︒

　

例
と
し
て
︑
次
に
挙
げ
る

誠
意
あ
る
対
応
を
し
つ
つ
︑

状
況
を
正
確
に
把
握
し
︑
事

・
言
動
の
要
求
の
内
容
の
妥

当
性
に
照
ら
し
て
、
当
該
要

求
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段

・
態
様
が
社
会
通
念
上
不
相

当
な
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該

手
段
・
態
様
に
よ
り
、
労
働

者
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る

も
の
。

　

な
お
︑
具
体
的
に
は
︑
図

１
で
挙
げ
た
も
の
が
想
定
さ

れ
る
︒

観
点
で
判
断
す
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
︒

実
確
認
を
す
る
必
要
が
あ
る
︒

　

た
だ
し
︑
顧
客
等
か
ら
暴

力
行
為
や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
を
受
け
た

場
合
は
︑
す
ぐ
に
現
場
監
督

者
に
相
談
す
る
な
ど
し
て
事

案
を
引
き
継
ぎ
︑
1
人
で
対

応
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

認
し
︑
顧
客
等
の
主
張
が
妥

当
か
ど
う
か
判
断
す
る
︒

②�

要
求
を
実
現
す
る
た
め
の

手
段
・
態
様
が
社
会
通
念

に
照
ら
し
て
相
当
か

　

顧
客
等
の
要
求
内
容
の
妥

当
性
の
確
認
と
併
せ
て
︑
そ

の
要
求
を
実
現
す
る
た
め
の

①�

顧
客
等
の
要
求
内
容
に
妥

当
性
は
あ
る
か

　

顧
客
等
の
主
張
に
つ
い
て
︑

ま
ず
は
事
実
関
係
︑
因
果
関

係
を
確
認
し
︑
自
社
に
過
失

が
な
い
か
︑
根
拠
の
あ
る
要

求
が
な
さ
れ
て
い
る
か
を
確

が
重
要
で
あ
る
︒

　

現
場
対
応
︑
電
話
で
の
ク

レ
ー
ム
対
応
の
ど
ち
ら
に
お

い
て
も
︑
図
３
に
挙
げ
た
事

項
に
留
意
し
︑
ま
ず
は
顧
客

等
の
主
張
を
傾
聴
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
︒
現
場
対
応

の
場
合
は
︑
不
要
な
ト
ラ
ブ

手
段
・
態
様
が
社
会
通
念
に

照
ら
し
て
相
当
な
範
囲
で
あ

る
か
を
確
認
す
る
︒

　

な
お
︑
殴
る
・
蹴
る
と
い

っ
た
暴
力
行
為
は
︑
直
ち
に

カ
ス
ハ
ラ
に
該
当
す
る
と
判

断
で
き
る
こ
と
は
も
と
よ
り
︑

犯
罪
に
該
当
し
う
る
も
の
で

あ
る
︒

　

ま
た
︑
カ
ス
ハ
ラ
と
し
て

取
り
扱
う
か
ど
う
か
に
か
か

わ
ら
ず
︑
顧
客
等
か
ら
の
行

為
で
従
業
員
の
就
業
環
境
が

不
快
な
も
の
と
な
り
︑
就
業

ル
を
避
け
る
た
め
︑
初
期
対

応
の
時
点
で
︑
複
数
名
で
対

応
す
る
こ
と
も
よ
い
︒

　

ク
レ
ー
ム
の
初
期
対
応

は
︑
対
応
者
が
現
場
対
応
者

か
︑
電
話
受
付
対
応
者
か
に

よ
っ
て
も
︑
そ
の
対
応
の
内

容
が
異
な
っ
て
く
る
︒ま
た
︑

に
支
障
が
生
じ
る
よ
う
で
あ

れ
ば
︑
企
業
と
し
て
従
業
員

か
ら
の
相
談
に
応
じ
る
︑
複

　

企
業
が
カ
ス
ハ
ラ
対
策
の

基
本
的
な
枠
組
み
を
構
築
す

る
た
め
︑
カ
ス
ハ
ラ
を
想
定

し
た
事
前
の
準
備
︑
実
際
に

起
こ
っ
た
際
の
対
応
と
し
て
︑

求
め
に
応
じ
て
顧
客
等
を
訪

問
す
る
ケ
ー
ス
も
想
定
さ

れ
︑
現
場
で
の
対
応
時
︑
電

話
で
の
対
応
時
︑
顧
客
訪
問

で
の
対
応
時
と
各
シ
ー
ン
に

合
わ
せ
て
留
意
す
る
ポ
イ
ン

ト
（
図
４
）
を
ま
と
め
て
お

く
と
よ
い
︒

数
名
で
対
応
す
る
等
の
措
置

が
必
要
と
な
る
︒

図
２
に
挙
げ
た
取
り
組
み
を

実
施
す
る
と
よ
い
︒

　

顧
客
や
取
引
先
（
以
下
︑
顧
客
等
）
な
ど
か
ら
の
ク
レ
ー

ム
に
は
︑
サ
ー
ビ
ス
等
へ
の
改
善
を
求
め
る
正
当
な
ク
レ
ー
ム

が
あ
る
一
方
で
︑
過
剰
な
要
求
を
行
っ
た
り
︑
サ
ー
ビ
ス
等
に

不
当
な
言
い
が
か
り
を
つ
け
る
悪
質
な
ク
レ
ー
ム
も
あ
り
ま

す
︒
事
業
者
に
は
︑
不
当
・
悪
質
な
ク
レ
ー
ム
（
カ
ス
タ
マ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）か
ら
従
業
員
を
守
る
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
︒

　

厚
生
労
働
省
で
は
︑
12
月
を
﹁
職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
撲

滅
月
間
﹂
と
定
め
︑
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
職
場
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
︑
集
中
的
な
広
報
・
啓
発
活
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
︒
こ
こ
で
は
︑
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の
強

化
策
に
つ
い
て
︑
厚
労
省
作
成
の
﹃
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
対
策
企
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹄か
ら
紹
介
し
ま
す
︒

　

な
お
︑
同
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
︑
厚
労
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
二
次
元
コ
ー
ド
）
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
︒

2
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
判
断
基
準

カ
ス
ハ
ラ
の
判
断
基
準
を
明
確
化
し

対
応
方
針
を
企
業
内
で
統
一
す
る

4
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
発
展
さ
せ
な
い
た
め
に

状
況
を
正
確
に
把
握
し
て

現
場
監
督
者
等
と
情
報
共
有
を

3
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の
基
本
的
な
枠
組
み

「
事
前
の
準
備
」
と

「
実
際
に
起
こ
っ
た
際
の
対
応
」
を
欠
か
さ
ず
に

1
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
？

顧
客
等
か
ら
の
著
し
い
迷
惑
行
為
が

「
カ
ス
ハ
ラ
」
に

図１　カスハラの例
■「顧客等の要求の内容が妥当性を欠く場合」の例
　・企業の提供する商品・サービスに瑕

か し

疵・過失が認められない場合
　・要求の内容が、企業の提供する商品・サービスの内容とは関係がない場合
■「要求を実現するための手段・態様が社会通念上不相当な言動」の例
　【要求内容の妥当性にかかわらず不相当とされる可能性が高いもの】
　・身体的な攻撃（暴行、傷害）
　・精神的な攻撃（脅迫、中傷、名誉棄損、侮辱、暴言）
　・威圧的な言動
　・土下座の要求
　・継続的な（繰り返される）、執拗な（しつこい）言動
　・拘束的な行動（不退去、居座り、監禁）
　・差別的な言動
　・性的な言動
　・従業員個人への攻撃、要求
　【要求内容の妥当性に照らして不相当とされる場合があるもの】
　・商品交換の要求
　・金銭補償の要求
　・謝罪の要求（土下座を除く）

図２　カスハラ対策の基本的な枠組み
■カスハラを想定した事前の準備
① 事業主の基本方針・基本姿勢の明確化、従業員への周知・啓発
　・組織のトップが、カスハラ対策への取り組みの基本方針・基本姿勢を明確に示す。
　・�カスハラから、組織として従業員を守るという基本方針・基本姿勢、従業員の対応のあり方
を従業員に周知・啓発し、教育する。

② 従業員（被害者）のための相談対応体制の整備
　・�カスハラを受けた従業員が相談できるよう相談対応者を決めておく、または相談窓口を設置
し、従業員に広く周知する。

　・相談対応者が相談の内容や状況に応じ適切に対応できるようにする。
③ 対応方法、手順の策定
　・カスハラ行為への対応体制、方法等をあらかじめ決めておく。
④ 社内対応ルールの従業員等への教育・研修
　・�顧客等からの迷惑行為、悪質なクレームへの社内における具体的な対応について、従業員
を教育する。

■カスハラが実際に起こった際の対応
⑤ 事実関係の正確な確認と事案への対応
　・�カスハラに該当するか否かを判断するため、顧客、従業員等からの情報を基に、その行為が
事実であるかを確かな証拠・証言に基づいて確認する。

　・�確認した事実に基づき、商品に瑕疵がある、またはサービスに過失がある場合は謝罪し、商
品の交換・返金に応じる。瑕疵や過失がない場合は要求等に応じない。

⑥ 従業員への配慮の措置
　・�被害を受けた従業員に対する配慮の措置を適正に行う（繰り返される不相当な行為には
１人で対応させず、複数名で、あるいは組織的に対応する。メンタルヘルス不調への対応
等）。

⑦ 再発防止のための取り組み
　・�同様の問題が発生することを防ぐ（再発防止の措置）ため、定期的な取り組みの見直しや
改善を行い、継続的に取り組みを行う。

⑧ ①～⑦までの措置と併せて講ずべき措置
　・相談者のプライバシーを保護するために必要な措置を講じ、従業員に周知する。
　・�相談したこと等を理由として不利益な取り扱いを行ってはならない旨を定め、従業員に周知
する。

図４　カスハラに発展させないために②

図３　カスハラに発展させないために①

●必要があれば相手の了解を得て録音する

厚労省 12月は「職場のハラスメント撲滅月間」

カスタマーハラスメント対策に取り組みましょう！カスタマーハラスメント対策に取り組みましょう！
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オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
に
お
い
て

は
︑
９
時
~
18
時
頃
に
高
い

　

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
に
お
け
る

省
エ
ネ
・
節
電
メ
ニ
ュ
ー
は

表
の
通
り
で
あ
る
︒

　

ま
ず
︑
照
明
に
つ
い
て
は

可
能
な
範
囲
で
間
引
き
す
る

こ
と
を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

ま
た
︑
使
用
し
て
い
な
い
エ

リ
ア
（
会
議
室
・
廊
下
等
）

の
消
灯
も
有
効
で
あ
る
︒

　

空
調
に
関
し
て
は
︑
無
理

の
な
い
範
囲
で
室
内
温
度
を

下
げ
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
︒

な
お
︑
室
内
温
度
を
22
℃
か

ら
20
℃
に
下
げ
た
場
合
︑
３

電
力
消
費
が
続
く
傾
向
が
あ

る
︒
ま
た
︑
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル

の
電
力
消
費
の
内
訳
（
冬
季

１
日
）
を
み
る
と
︑
消
費
電

力
の
う
ち
︑空
調
が
約
34
％
︑

照
明
が
約
30
％
を
占
め
る
︒

こ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
約
64

％
を
占
め
る
た
め
︑
こ
れ
ら

の
分
野
に
お
け
る
節
電
対
策

は
特
に
有
効
で
あ
る
︒

・
４
％
の
節
電
効
果
が
あ
る
︒

　

さ
ら
に
︑
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

　

燃
料
価
格
が
高
騰
し
て
い

る
中
に
お
い
て
︑
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
燃
料
消
費

量
を
抑
え
た
運
転
操
作
が
こ

れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
る
︒

　

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
普
及
連
絡
会

（
警
察
庁
︑
経
済
産
業
省
︑

国
土
交
通
省
︑
環
境
省
）
で

は
﹁
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
10
の
す

す
め
﹂（
図
）
を
ま
と
め
て
い

る
︒
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
は
︑
誰

に
で
も
今
す
ぐ
に
始
め
る
こ

と
が
で
き
る
ア
ク
シ
ョ
ン
で
あ

る
こ
と
か
ら
︑
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
普
及
連
絡
会
で
は
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
に
対
し
て
︑

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
励
行
を
呼

び
か
け
て
い
る
︒

や
日
々
の
省
エ
ネ
・
節
電
努

力
が
省
エ
ネ
に
繋
が
る
こ
と

か
ら
︑
こ
ま
め
な
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
な
ど
の
徹
底
を
呼
び
か

け
て
い
る
︒

1
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
に
お
け
る
電
力
消
費
の
特
徴

2
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
に
お
け
る
省
エ
ネ
・
節
電
メ
ニ
ュ
ー

3
「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
10
の
す
す
め
」

電
力
使
用
量
の
多
い

電
力
使
用
量
の
多
い

空
調
・
照
明
に
お
け
る
節
電
対
策
が
有
効

空
調
・
照
明
に
お
け
る
節
電
対
策
が
有
効

省
エ
ネ
・
節
電
効
果
が
大
き
い

省
エ
ネ
・
節
電
効
果
が
大
き
い

様
々
な
取
り
組
み
の
実
施
を
呼
び
か
け

様
々
な
取
り
組
み
の
実
施
を
呼
び
か
け

燃
料
消
費
量
を
抑
え
た
運
転
操
作
が

燃
料
消
費
量
を
抑
え
た
運
転
操
作
が

運
営
コ
ス
ト
軽
減
に
繋
が
る

運
営
コ
ス
ト
軽
減
に
繋
が
る

「
運
営
コ
ス
ト
の
削
減
」
を
通
じ
て
　
持
続
可
能
な
経
営
を
目
指
し
ま
し
ょ
う

「
運
営
コ
ス
ト
の
削
減
」
を
通
じ
て
　
持
続
可
能
な
経
営
を
目
指
し
ま
し
ょ
う

図　「エコドライブ 10 のすすめ」
①自分の燃費を把握しよう
②�ふんわりアクセル「eスタート」
③�車間距離にゆとりをもって、加速・減
速の少ない運転

④減速時は早めにアクセルを離そう
⑤エアコンの使用は適切に
⑥ムダなアイドリングはやめよう
⑦渋滞を避け、余裕をもって出発しよう
⑧タイヤの空気圧から始める点検・整備
⑨不要な荷物はおろそう
⑩走行の妨げとなる駐車はやめよう

　経済産業省資源エネルギー庁では、
「省エネポータルサイト」（二次元コー
ド）を設置し、事業者に対して省エネ
への取り組み強化を呼びかけている。
　同サイトでは、中小企業等が活用す
ることのできる省エネ施策についての
補助金や、省エネに優れた商品選び、
各種支援制度、省エネ法の概要など、
省エネに関する情報を紹介。また、同
サイト内の「省エネ節電特設サイト」
では、電力会社が提供する電力需要の
データシステム「でんき予
報」へのリンク集もあり、
各電力会社管内の電力使用
状況や電力供給量を見るこ
とができる。

「省エネポータルサイト」を
活用しましょう

資源エネルギー庁

　

今
冬
の
電
力
需
給
は
︑
全
国
で
瞬
間
的
な
需
要
変
動
に

対
応
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
予
備
率
３
％
以
上
を
確

保
し
て
い
る
も
の
の
︑
厳
し
い
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
︒

ま
た
︑大
規
模
な
発
電
所
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場
合
︑

電
力
の
安
定
供
給
が
行
わ
れ
な
い
可
能
性
が
懸
念
さ
れ

る
︒
加
え
て
︑
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
な
ど
の

影
響
に
よ
り
︑
国
際
的
な
燃
料
価
格
は
引
き
続
き
高
い
水

準
で
推
移
し
て
お
り
︑
今
後
の
燃
料
情
勢
は
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
で
あ
る
︒

　

最
近
続
い
て
い
る
電
力
価
格
や
燃
料
価
格
の
高
騰
は
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
運
営
コ
ス
ト
増
加
に
繋
が
り
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
経
営
に
非
常
に
大
き
な
ダ
メ
ー

ジ
を
与
え
る
︒
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
経
営
を
持
続
可

能
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
︑
省
エ
ネ
へ
の
取
り
組
み
を

通
じ
て
運
営
コ
ス
ト
を
軽
減
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ

な
い
︒

　

こ
こ
で
は
︑
事
業
者
に
お
け
る
省
エ
ネ
に
関
す
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
紹
介
す
る
︒

※ 

緊
急
時
に
は
︑
政
府
が
発
信
す
る
情
報
も
踏
ま
え
な

が
ら
︑
よ
り
一
層
の
節
電
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
︒

『
政
府
か
ら
の
要
請
』

『
政
府
か
ら
の
要
請
』

　　

1212
月
１
日

月
１
日
㈭㈭
か
ら
３
月

か
ら
３
月
3131
日
㈮
ま
で
終
日
︑
無
理

日
㈮
ま
で
終
日
︑
無
理

の
な
い
範
囲
で
︑
節
電
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

の
な
い
範
囲
で
︑
節
電
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
（
数
値
目
標
は
設
け
な
い
）︒

し
ま
す
（
数
値
目
標
は
設
け
な
い
）︒

出典：経済産業省「冬季の省エネ・節電メニュー」（東北・東京・中部・北陸・関西・中国・四国・九州向け）
　　　※北海道向け、沖縄向けのメニューは「省エネポータルサイト」（別掲）に掲載されています。

。
。

。
。

表　オフィスビルにおける省エネ・節電メニュー

冬季の省エネ・節電に協力を！冬季の省エネ・節電に協力を！
電力需給がひっ迫　燃料価格高騰も続く電力需給がひっ迫　燃料価格高騰も続く
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安全運行のオアシス トラックステーション
全国24か所のトラックステーション（TS）は全国24か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない長距離運行に欠かせない

休憩施設です。休憩施設です。

全国24か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

全国24か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

名称 所在地 電話番号 駐車
台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5 条 1-1-2　 011-897-9101 39

❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 80

❸ 青　森 青森県青森市大字荒川字品川 110-1 017-729-2000
（公社）青森県トラック協会

41

❹ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39

❺ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45

❻ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455 30

❼ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46

❽ 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41

❾ 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 97

� 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52

� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 56

� 浜　松 静岡県浜松市東区流通元町 2-3 053-421-5311 116

� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97

� 亀　山 三重県亀山市小野町桜口 586-4 0595-82-3935 82

� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 45

� 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80

� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60

� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 35

� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 21193-3 0848-46-1882 37

� 三　次 広島県三次市西酒屋町船所 1468 0824-63-0025 30

� 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 70

� 鳥　栖 佐賀県鳥栖市永吉町 617-1 0942-83-7035 48

� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45

� 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノ口 6045-2 097-597-6233 43

※ 駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。

ほんのヒトコマほんのヒトコマ［第115回］

ひとつの提案……「全国のスタジアム、街頭ビジョン、家庭のテレビの前の
みなさん！カウントダウンが始まりましたよ！」

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜路線バス等の保護編〜
 【解 答】2面に問題
❶ ×（法第20条の2第1項）路線バス
が後方から接近してきた場合に、交通
混雑のため路線バス優先通行帯から
抜け出ることができなくなる時は、その
路線バス優先通行帯を走行してはなら
ない。

❷ ×（標識令別表第二「規制標識327
の４」）道路標識や標示によって路線
バスの専用通行帯に指定された車両
通行帯は、指定された路線バス等以外
に小型特殊や原付、軽車両は通行でき
る。

❸ ○（法第31条の2）停留所において
乗客の乗降のため停車していた乗合
自動車が発進するため進路を変更しよ

うとして手または方向指示器により合
図をした場合においては、その後方に
ある車両は、その速度または方向を急
に変更しなければならないこととなる
場合を除き、当該合図をした乗合自動
車の進路の変更を妨げてはならない。

❹ ×（法第44条第1項第5号）乗合自
動車の停留所の停留場を表示する標
示柱または標示板が設けられている位
置から10ｍ以内の部分は駐停車禁止
となっている（運行時間中に限る）。

❺ ○（法第71条第1項第2号の3）幼児
等の乗降のために停車している通学・
通園バスの側方通過時は徐行が義務
づけられている。

危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
２
面
）

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
220
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①左折の合図が出ていないから、前車はこのまま直
進するだろうと考えて、漫然と運転していると、左折
しようと慌てて減速した前車と衝突する危険があり
ます。すべてのドライバーが適切に合図を出すとは
限りません。年末年始の繁忙期は、運転に不慣れで
あったり、ルートをしっかり把握できていないドラ
イバーがハンドルを握っているケースも考えられ
ます。繁忙期こそ、車間距離をしっかりとることを徹
底しましょう。

②渋滞車列の間に人影が見えることから、渋滞車列の
間から歩行者が横断してくることが予測できます。歩
行者は「トラックなら横断させてくれるだろう」と考え、
十分な安全確認をせず横断してくることがあります。
対向車列が渋滞している時は、渋滞車列から横断し
てくる歩行者を予測しておくとともに、横断歩行者に
対応できるよう減速と徐行走行を心がけましょう。

③左折する時も油断してはいけません。自車の左側方
には電動キックボードが見えます。次世代の移動手
段として注目されている電動キックボードですが、
二輪車であることから安定性が悪く、急ブレーキで
転倒しやすい特性があります。また車体が小型であ
ることから、原付や二輪車と比較しても見落としやす
くなり、死角の大きいトラックは特に注意する必要

①自車と同じく左折しようと急減速した前車に追突す
る危険があります（図１）。

②渋滞している対向車線の陰から出てきた歩行者と衝
突する危険があります（図2）。

③左折時に左側方を走行してきた電動キックボードを
巻き込む危険があります（図3）。

　あなたは年末で混雑している片側１車
線の道路を前車に追従しながら走行して
おり、前方の交差点を左折しようと考えて
います。対向車線は渋滞しています。この場
面にはどのような危険がありますか。また、
危険を避けるためにはどのような運転をす
ればよいでしょうか。考えてみましょう。

図１

図２

図３

があります。このような電動キックボードの特
性を理解しておくとともに、見つけた時はその
動静をしっかり確認することを徹底しましょう。

TS名 運行情報センター 食堂・宿泊施設など
札 幌 	 １２月	２８日	（水）	１７：００	～	１月４日	（水）	 ９：００ 食堂・休憩室・コインシャワー 	 １２月	３０日	（金）	 16：００	～	１月３日	（火）	１1：００

苫 小 牧 	 １２月	２８日	（水）	１７：００	～	１月４日	（水）	 ９：００ 食堂・休憩室・コインシャワー 	 １２月	３０日	（金）	 16：００	～	１月３日	（火）	１1：００

青 森 	 １２月	２８日	（水）	１7：15	～	１月４日	（水）	 ８：３０

仙 台 	 １２月	２８日	（水）	１７：００	～	１月５日	（木）	 ９：００
食　堂 	 １２月	２８日	（水）	１8：３０	～	１月５日	（木）	 ８：００
シャワー 	 １２月	２８日	（水）	１６：３０	～	１月５日	（木）	 ９：００

白 河 の 関 	 １２月	２８日	（水）	１７：３０	～	１月４日	（水）	 ８：３０ コインシャワー・
コインランドリー・休憩室 	 １２月	２８日	（水）	１７：００	～	１月４日	（水）	 ９：００

茨 城 	 １２月	２９日	（木）	１７：００	～	１月４日	（水）	 ９：００ 平常通り営業

矢 板 	 １２月	２８日	（水）	１７：００	～	１月５日	（木）	 ９：００ 食堂・浴室・
女性用シャワー・コインランドリー 	 １２月	２８日	（水）	２1：００	～	１月５日	（木）	１１：００

大 宮 	 １２月	２８日	（水）	２０：００	～	１月４日	（水）	 ８：００ 平常通り営業

東 神 	 １２月	３０日	（金）	 ９：００	～	１月３日	（火）	１７：００ 平常通り営業

新 潟 	 １２月	２９日	（木）	１９：００	～	１月４日	（水）	 ８：００ シャワー 	 １２月	２９日	（木）	１9：００	～	１月４日	（水）	 ８：００

金 沢 	 １２月	２８日	（水）	１７：００	～	１月５日	（木）	 ９：００ 平常通り営業（24時間営業）

浜 松 	 １２月	２９日	（木）	１4：００	～	１月４日	（水）	 8：００
食堂・売店 	 １２月	２９日	（木）	１４：００	～	１月４日	（水）	１１：００

浴室・宿泊・仮眠 	 １２月	２９日	（木）	１4：００	～	１月４日	（水）	１２：００
名 古 屋 	 １２月	２９日	（木）	１7：００	～	１月４日	（水）	 8：００ シャワー 	 １２月	２９日	（木）	１7：００	～	１月４日	（水）	 ８：００

亀 山 	 １２月	２９日	（木）	１４：００	～	１月４日	（水）	 8：００
食　堂 	 １２月	２９日	（木）	 14：００	～	１月４日	（水）	１１：００
売　店 	 １２月	２９日	（木）	 14：００	～	１月４日	（水）	 ８：００

浴室・宿泊・仮眠 	 １２月	２９日	（木）	 14：００	～	１月４日	（水）	 10：００
彦 根 	 １２月	２９日	（木）	１4：００	～	１月４日	（水）	 ９：００ 食堂・宿泊・浴室等 	 １２月	２９日	（木）	 14：００	～	１月４日	（水）	１１：００

大 阪 	 １２月	２９日	（木）	１７：００	～	１月１０日	（火）	 ９：００ 平常通り営業（24時間営業）

奈 良 ・ 針 	 １２月	２８日	（水）	１７：００	～	１月４日	（水）	 ９：００ 休憩室・コインシャワー・
コインランドリー 	 １２月	２８日	（水）	１７：００	～	１月４日	（水）	 ９：００

岡 山 	 １２月	２８日	（水）	１６：００	～	１月５日	（木）	 9：００
食　堂 	 １２月	２８日	（水）	１４：００	～	１月５日	（木）	１１：００

※ラストオーダー 13：３０
宿泊・シャワー 	 １２月	２８日	（水）	１６：００	～	１月５日	（木）	 ８：００

尾 道 	 １２月	２９日	（木）	１７：００	～	１月１０日	（火）	 ８：３０
シャワー・トイレ・洗濯機 	 １２月	２９日	（木）	１７：００	～	１月１０日	（火）	 ８：３０
コンビニエンスストア 平常通り営業（24時間営業）

三 次 	 １２月	２８日	（水）	１7：００	～	１月５日	（木）	 9：００
食　堂 	 １２月	２８日	（水）	１４：００	～	１月５日	（木）	 10：０0
浴　室 	 １２月	２８日	（水）	 17：００	～	１月５日	（木）	 9：０0

北 九 州 	 １２月	２９日	（木）	１７：００	～	１月４日	（水）	 ９：００
休憩室 	 １２月	２９日	（木）	１７：００	～	１月４日	（水）	 ９：００

トイレ・シャワー・コインランドリー 平常通り営業（２４時間営業）

鳥 栖 	 １２月	２８日	（水）	１７：００	～	１月４日	（水）	 ９：００
食　堂 	 １２月	３１日	（土）	 16：００	～	１月３日	（火）	 11：００
宿　泊 	 １２月	３１日	（土）	 10：００	～	１月４日	（水）	 16：００
浴　室 	 １２月	３１日	（土）	 15：００	～	１月４日	（水）	 11：００

諫 早 	 １２月	２８日	（水）	２０：００	～	１月５日	（木）	１０：００
食　堂 	 １２月	２８日	（水）	１４：３０	～	１月５日	（木）	１０：００
宿　泊 	 １２月	２８日	（水）	 10：００	～	１月５日	（木）	 15：００
浴　室 	 １２月	２８日	（水）	 20：００	～	１月５日	（木）	 12：００

大 分 	 １２月	２８日	（水）	１7：００	～	１月４日	（水）	10：００ 食堂・宿泊・浴室等 	 １２月	２８日	（水）	１7：００	～	１月４日	（水）	１0：００

TS名 給油所

岡 山
	 １２月	３０日	（金）	１８：00	〜	１月４日	（水）   ８：００
　◎短縮営業
１月４日	（水）８：００〜１８：００

尾 道 	 １２月	３１日	（土）	１８：00	〜	１月４日	（水）   ８：００
北 九 州 	 １２月	３１日	（土）	 21：00	〜	１月４日	（水）   6：００

TS名 給油所
青 森 	 １２月	３１日	（土）	１1：００	〜	１月４日	（水）   ８：００
大 宮 平常通り営業

新 潟 	 １２月	３１日	（土）	18：00	〜	１月４日	（水）   7：００

金 沢

　◎短縮営業
１２月２９日（木）�  8：００〜１9：００
１２月３０日（金）・１月４日（水）� ８：００〜１8：００
１２月３１日（土）〜１月３日（火）� ８：００〜１7：００
１月５日（木）� 7：００〜１9：００

◇詳細は各運行情報センター等へお問い合わせください。
◇�上記日程は、新型コロナウイルス感染症まん延による国、地方公共団体の要請
等により変更されることがありますので、ご了承願います。最新情報は全日本
トラック協会ホームページ（二次元コード）をご覧ください。

（公社）全日本トラック協会施設事業部 （令和4年11月28日現在）TSTS 年年　　 末末　　 年年　　 始始　　 休休　　 業業　　 案案　　 内内トラックステーショントラックステーション

（令和４〜５年）（令和４〜５年）
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▼
菊
の
花

が
見
頃
を

迎
え
る
こ

の
時
期
の

青
空
は
﹁
菊
晴
れ
﹂
と
呼
ば
れ
︑
晴

れ
渡
る
秋
空
を
見
る
と
清
々
し
い
気

持
ち
に
な
り
ま
す
︒
と
あ
る
休
日
︑
荒

川
の
土
手
を
散
歩
し
て
ふ
と
歩
み
を

止
め
︑
土
手
の
斜
面
に
横
に
な
り
空
を

見
上
げ
る
と
︑
白
い
大
き
な
雲
が
悠
然

と
通
り
過
ぎ
て
行
き
ま
し
た
︒▼﹁
雲
﹂

を
題
材
に
し
た
詩
は
数
多
く
あ
り
ま

す
が
︑
山
村
暮
鳥
の
﹁
お
う
い
雲
よ　

ゆ
う
ゆ
う
と　

馬
鹿
に
の
ん
き
そ
う

じ
ゃ
な
い
か　

ど
こ
ま
で
ゆ
く
ん
だ
﹂

と
い
う
詩
は
︑
特
に
印
象
深
く
記
憶
に

残
り
ま
す
︒
複
雑
な
家
庭
環
境
で
育

ち
︑
肉
親
か
ら
の
愛
情
を
受
け
る
こ
と

な
く
成
長
し
︑
故
郷
を
後
に
し
ま
す
︒

暮
鳥
の
詩
︑﹁
雲
﹂
は
︑
ゆ
ら
ゆ
ら
と

流
れ
る
雲
に
身
の
置
き
所
が
な
い
自

身
を
重
ね
合
わ
せ
た
作
品
で
あ
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
︒
▼
澄
ん
だ
空
に
浮

か
ぶ
秋
の
雲
は
︑
見
て
い
る
と
楽
し
く

な
り
ま
す
︒﹁
い
わ
し
雲
﹂︑﹁
さ
ば
雲
﹂︑

﹁
う
ろ
こ
雲
﹂︑﹁
ひ
つ
じ
雲
﹂
と
︑
何

故
か
食
欲
の
秋
に
相
応
し
い
︑
食
べ
物

に
関
連
す
る
名
称
が
並
び
ま
す
︒
▼

極
楽
を
散
歩
中
に
︑
蓮
の
池
か
ら
下
の

地
獄
を
覗
き
見
た
お
釈
迦
様
︒
地
獄

に
い
る
犍
陀
多
（
カ
ン
ダ
タ
）
は
︑
現

世
で
は
悪
の
限
り
を
尽
く
し
た
重
罪

人
で
す
が
︑
唯
一
﹁
蜘
蛛
﹂
を
踏
ま
ず

に
生
か
し
た
と
い
う
善
行
を
思
い
出
し

た
お
釈
迦
様
は
︑
蜘
蛛
の
糸
を
カ
ン
ダ

タ
に
垂
ら
し
ま
す
が
︙
︙
︒
こ
ち
ら

は
︑﹁
雲
﹂
な
ら
ぬ
﹁
蜘
蛛
﹂
で
︑
芥

川
龍
之
介
の
小
説
﹃
蜘
蛛
の
糸
﹄
の

有
名
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で
す
が
︑
他
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み
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こ
と
な
く
自
分
だ
け
を
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す
る
人
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の
業
の
深
さ
を
訴
え
た
名
作
で

す
︒
▼
そ
し
て
︑﹁
糸
﹂
と
い
え
ば
︑

マ
イ
ケ
ル
・
キ
ャ
ッ
チ
プ
ー
ル
の
﹃
空

の
お
く
り
も
の　

雲
を
つ
む
ぐ
少
年
の

お
話
﹄
を
思
い
出
し
ま
す
︒
純
粋
な
少

年
が
雲
か
ら
糸
を
つ
む
ぎ
︑
何
色
も
の

織
物
を
作
り
人
々
に
幸
せ
を
も
た
ら

す
の
で
す
が
︑
あ
る
時
︑
傲
慢
な
王
様

が
雲
を
す
べ
て
使
い
切
っ
て
沢
山
の
布

を
織
れ
と
命
令
し
た
た
め
︑
や
が
て
雲

が
段
々
と
減
り
雨
が
降
ら
な
く
な
り

︙
︙
さ
あ
大
変
な
事
態
に
︑
と
い
う
お

話
で
す
︒
柔
ら
か
い
雲
を
自
在
に
操
る

な
ん
て
︑
そ
の
発
想
に
は
兜
を
脱
ぐ
ば

か
り
で
す
︒
▼
青
空
の
雲
を
見
て
い
る

と
︑
羨
ま
し
く
感
じ
る
時
が
あ
り
ま

す
︒
空
に
浮
か
ぶ
雲
は
︑空
気
中
の﹁
水

蒸
気
﹂︑﹁
ち
り
﹂︑﹁
温
度
が
下
が
る
﹂

の
３
条
件
に
よ
り
発
生
す
る
と
い
わ
れ

ま
す
が
︑
水
滴
の
塊
の
雲
が
何
故
ふ
わ

ふ
わ
浮
か
ん
で
い
る
の
か
不
思
議
で

す
︒
ま
た
︑
束
縛
な
ど
一
切
な
く
︑
形

を
変
え
︑
向
き
を
変
え
︑
目
的
地
を
持

た
ず
に
自
由
気
ま
ま
で
す
︒﹁
雲
を
掴

む
よ
う
な
話
﹂
と
揶
揄
さ
れ
る
理
想
と

現
実
の
狭
間
で
︑
ど
れ
だ
け
の
人
が
自

分
の
理
想
と
現
実
を
掴
み
取
る
こ
と

が
で
き
る
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で
し
ょ
う
か
︒
▼
飛
行
機

の
窓
か
ら
見
え
る
︑
連
綿
と
続
く
秋
の

雲
は
︑
ま
る
で
ア
ラ
ビ
ア
ン
ナ
イ
ト
に

出
て
く
る
空
飛
ぶ
絨
毯
の
よ
う
で

す
︒
私
も
馬
齢
を
重
ね
れ
ば
︑
ま
だ

見
ぬ
雲
の
果
て
に
あ
る
透
明
な
悟
り
の

境
地
に
少
し
は
辿
り
着
け
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
！
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国
土
交
通
省
で
は
︑
12
月
10
日
〜
令
和

５
年
１
月
10
日
に
か
け
て
︑
４
年
度
﹁
年

末
年
始
の
輸
送
等
に
関
す
る
安
全
総
点

検
﹂
を
実
施
す
る
︒

　

今
年
度
は
︑
激
増
し
て
い
る
大
型
ト
ラ

ッ
ク
の
車
輪
脱
落
事
故
︑
未
だ
根
絶
に
至

っ
て
い
な
い
飲
酒
運
転
事
故
の
発
生
を
踏

ま
え
︑
国
交
省
全
体
の
４
つ
の
重
点
点
検

事
項
に
加
え
︑
６
つ
の
自
動
車
局
重
点
点

検
事
項
が
定
め
ら
れ
て
い
る
（
図
１
）︒

　

こ
こ
で
は
︑
年
末
年
始
・
輸
送
繁
忙
期

を
前
に
︑
改
め
て
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

が
取
り
組
む
べ
き
事
故
防
止
対
策
に
つ
い

て
紹
介
す
る
︒

　

大
型
車
の
車
輪
脱
落
事
故

は
︑
大
事
故
に
繋
が
り
か
ね

な
い
大
変
危
険
な
も
の
で
あ

　

飲
酒
運
転
は
︑
き
わ
め
て

悪
質
で
危
険
な
犯
罪
行
為
で

あ
る
︒
万
一
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

が
飲
酒
運
転
を
し
︑
そ
れ
を

会
社
が
容
認
し
て
い
た
場
合

や
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
を

起
こ
し
た
場
合
︑
飲
酒
運
転

防
止
へ
の
指
導
監
督
が
不
十

　

令
和
２
年
か
ら
３
年
に
か

け
て
の
大
雪
に
よ
り
︑
関
越

自
動
車
道
や
北
陸
自
動
車
道

等
に
お
い
て
多
く
の
大
型
車

両
が
立
ち
往
生
し
た
こ
と

で
︑
大
量
の
車
両
が
路
上
に

滞
留
す
る
事
案
が
発
生
し
た
︒

　

積
雪
・
凍
結
路
で
は
︑
必

ず
適
切
な
冬
用
タ
イ
ヤ
を
装

着
す
る
と
と
も
に
︑
運
行
前

る
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
同
事

故
は
依
然
と
し
て
増
加
傾
向

に
あ
り
︑
令
和
２
年
度
は
１

３
１
件
︑
３
年
度
は
１
２
３

件
の
報
告
が
国
土
交
通
省
に

寄
せ
ら
れ
て
い
る
︒

　

事
故
車
両
を
調
査
し
た
と

こ
ろ
︑﹁
ホ
イ
ー
ル
・
ボ
ル
ト

や
ナ
ッ
ト
に
著
し
い
さ
び
が

あ
る
も
の
や
︑
ゴ
ミ
等
の
異

物
が
付
着
し
て
い
る
も
の
﹂や
︑

﹁
ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ
ト
と
ワ

ッ
シ
ャ
の
す
き
間
に
潤
滑
剤
の

塗
布
が
見
ら
れ
ず
︑
ホ
イ
ー

分
で
あ
っ
た
場
合
な
ど
は
︑

事
業
停
止
や
自
動
車
使
用
禁

止
等
の
厳
し
い
処
分
を
受
け

る
こ
と
に
な
る
ほ
か
︑
社
会

的
な
信
用
も
失
墜
し
て
︑
会

社
の
経
営
に
重
大
な
影
響
を

及
ぼ
し
か
ね
な
い
︒

　

飲
酒
運
転
防
止
対
策
の
基

に
冬
用
タ
イ
ヤ
の
溝
深
さ
を

﹁
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
﹂
で
確

認
す
る
こ
と
︑
チ
ェ
ー
ン
の

携
行
・
早
め
の
装
着
が
必
要

と
さ
れ
る
︒

　

国
交
省
で
は
︑
大
型
車
の

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
お
よ

び
使
用
者
を
対
象
に
︑
冬
用

タ
イ
ヤ
お
よ
び
チ
ェ
ー
ン
の

注
意
事
項
に
関
す
る
チ
ラ
シ

ル
・
ナ
ッ
ト
が
ス
ム
ー
ズ
に

回
転
し
な
い
も
の
﹂
な
ど
︑

適
切
な
タ
イ
ヤ
脱
着
作
業
が

本
は
︑﹁
管
理
体
制
の
強
化
﹂

と
﹁
指
導
・
啓
発
活
動
の
推

進
﹂で
あ
る（
図
２
）︒
特
に
︑

年
末
年
始
は
飲
酒
の
機
会
が

増
え
る
た
め
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
に
お
い
て
は
飲
酒

運
転
防
止
対
策
の
徹
底
が
求

め
ら
れ
る
︒

や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
（
図
３
、

二
次
元
コ
ー
ド

㊨
）
を
用
い

た
周
知
活
動
を
実
施
し
て
い

る
ほ
か
︑
国
交
省
の
ツ
イ
ッ

タ
ー
ア
カ
ウ
ン
ト
（
二
次
元

コ
ー
ド
㊧
）
よ
り
︑
雪
道
に

関
す
る
情
報

を
発
信
し
て

い
る
︒

実
施
さ
れ
て
い
な
い
車
両
が

確
認
さ
れ
て
い
る
︒

　

劣
化
し
た
ホ
イ
ー
ル
・
ナ

ッ
ト
等
を
使
用
す
る
と
︑
ホ

イ
ー
ル
・
ナ
ッ
ト
が
本
来
の

位
置
ま
で
締
ま
ら
ず
︑
十
分

な
締
結
力
が
得
ら
れ
な
い
た

め
︑
走
行
中
に
ホ
イ
ー
ル
・

ナ
ッ
ト
が
緩
み
︑
車
輪
が
脱

落
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
︒

　

国
交
省
で
は
現
在
︑﹁
大

型
車
の
車
輪
脱
落
事
故
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂
を
展
開
し
︑

大
型
車
の
ユ
ー
ザ
ー
等
に
対

し
︑
適
切
な
タ
イ
ヤ
脱
着
作

業
の
実
施
を
強
く
呼
び
か
け

て
い
る
︒
ま
た
︑
国
交
省
で

は
同
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
合

わ
せ
︑
大
型

車
ユ
ー
ザ
ー

等
の
タ
イ
ヤ
脱
着
作
業
者
が
︑

い
つ
で
も
適
切
な
タ
イ
ヤ
脱

着
作
業
手
順
や
保
守
管
理
作

業
手
順
を
確
認
で
き
る
よ

う
︑作
業
手
順
解
説
動
画（
二

次
元
コ
ー
ド
）
を
作
成
し
︑

公
開
し
て
い
る
︒

　気象庁が 11月22日に発表し
た3か月予報によると、12月から
令和５年２月にかけて、東日本・西
日本の日本海側で降雪量が平年並
みまたは多くなると見込まれており、
大雪への警戒が必要となってくる。
　気象庁では昨年
11月より、気象庁ホ
ームページの「今後
の雪」（写真、二次
元コード）において、
積雪の深さと降雪量について、24
時間前～６時間先の面的な分布を
一体的に確認することが可能となっ
ている。積雪の深さ・降雪量を約５

km四方ごとに予測するため、トラックドライバーなどが走行ルートを検討する際に参考にすることができる。
　気象庁ではトラック運送事業者に対して、気象情報をこまめに入手し、大雪への適切な対応を取るよう呼びか
けている。

この冬は日本海側で大雪に警戒この冬は日本海側で大雪に警戒
気象庁ホームページ「今後の雪」情報の確認を！

1
大
型
車
に
よ
る
車
輪
脱
落
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

「
車
輪
脱
落
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
展
開
中

適
切
な
タ
イ
ヤ
脱
着
作
業
の
実
施
を
！

2
飲
酒
運
転
事
故
の
根
絶
に
向
け
て

飲
酒
の
機
会
が
増
え
る
年
末
年
始飲酒

運
転
防
止
対
策
の
徹
底
を
！

3
大
雪
時
の
立
ち
往
生
の
発
生
を
抑
止
す
る
た
め
に

積
雪
・
凍
結
路
で
は
冬
用
タ
イ
ヤ
装
着
・
チ
ェ
ー
ン
携
行
を
！

図１　「年末年始の輸送等に関する安全総点検」重点点検事項

【国交省全体】
①安全管理（特に乗務員の健康状態、過労状態の確実な把握、乗務員
に対する指導監督体制）の実施状況

②自然災害、事故等発生時の乗客等の安全確保のための通報・連絡・
指示体制の整備・構築状況

③テロ防止のための警戒体制の整備状況や乗客等の安心確保のための取
組、テロ発生時の通報・連絡・指示体制の整備状況及びテロ発生を想
定した訓練の実施状況

④新型コロナウイルス感染症に関する感染拡大予防ガイドラインの遵守状
況、新型インフルエンザ対応マニュアル、事業継続計画の策定状況、
対策に必要な物資等の備蓄状況及び職場における感染防止対策の周知
・徹底状況などの感染症対策の実施状況

【自動車局】（※トラック運送事業関係は②～⑥）
①軽井沢スキーバス事故を踏まえた貸切バスの安全対策の実施状況
②健康管理体制の状況
③運転者に過労運転を行わせないための安全対策の実施状況
④運転者に飲酒運転や薬物運転を行わせないための安全対策の実施状況
⑤車両の日常点検整備、定期点検整備等の実施状況（特に大型自動車
の車輪脱落事故防止対策及びスペアタイヤ等の定期点検実施状況）

⑥大雪に対する輸送の安全確保の実施状況

積雪・凍結路ではチェーンの早めの装
着が欠かせない

国交省によるタイヤ脱着作業手順解説動画

ホイール脱着後はトルクレンチを使用して、
増し締めを確実に行う必要がある

図２　飲酒運転防止対策の基本

⽴ち往⽣が発⽣しやすい⾞両

⼆軸駆動⾞に⽐べて駆動軸が
空転しやすい。

トレーラー付近の積雪により
⾛⾏抵抗が増⼤。

駆動軸に⼗分な荷重がかから
ず、発進性能が低下。

トラクションコントロール※

等の機能が搭載されていない。

空

「自動車を安全に使うためには」→

自動車を安全に使うための注意点を発信
しています。

 以下の特徴を持つ⾞両は、積雪路等において特に⽴ち往⽣が
発⽣しやすい傾向にあるので注意が必要です。

←駆動軸

後前⼀軸駆動⾞

後⼀軸駆動⾞

←駆動軸 ←駆動軸

←駆動軸

※発進時等に駆動輪の回転を制御し空転を低減する装置

電話番号： 03-5253-8111（内線：42363）
03-5253-8594（直通）

 道路で⼤型⾞が⽴ち往⽣すると、深刻な交通渋滞や通⾏⽌め
を引き起こします。

 積雪・凍結路では、必ず適切な冬⽤タイヤを装着するととも
に、チェーンの携⾏・早めの装着を⼼掛けてください。

 交通渋滞等を引き起こした運送事業者等には監査を⾏い、
講じた措置が不⼗分と判断されれば処分の対象となります。

図３

（出典）全日本トラック協会『飲酒運転防止対策マニュアル（令和４年６月一部改訂）』

年末年始・輸送繁忙期における事故防止対策の徹底を！年末年始・輸送繁忙期における事故防止対策の徹底を！
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